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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥13〜20時
第 2 、第 ４ 土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第1、第3、第 ５ 土曜日‥‥10〜1８時

昨
年
に
引
き
続
き
、全
国
か
ら
若
手
・

中
堅
会
員
が
秋
晴
れ
の
剱
岳
に
集
結
。

国
立
登
山
研
修
所
の
後
援
を
得
て
、
Ｙ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
企
画
に
よ
り
、

9
月
19
日
～
23
日
に
全
国
安
全
登
山
普

及
講
習
会
を
実
施
。
昨
年
を
上
回
る
参

加
表
明
が
全
国
各
支
部
よ
り
続
々
と
寄

せ
ら
れ
、
37
名
が
参
加
、
大
き
な
事
故

も
な
く
全
員
が
無
事
に
下
山
し
た
。

参
加
は
、
青
年
部
・
Ｗ
Ｖ 

部
11
名
、

東
海
支
部（
学
生
部
含
む
）10
名
、
四
国

支
部
5
名
、
岐
阜
支
部
1
名
、
広
島
支

部
3
名
、
本
部
ス
タ
ッ
フ
2
名
、
山
岳

ガ
イ
ド
3
名（
本
会
会
員
）、
登
山
研
修

所
専
門
職
1
名
。
宿
泊
は
、
国
立
登
山

研
修
所
の
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
、

登
山
研
修
所
夏
山
前
進
基
地
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

19
日
～
22
日
に
は
、
ガ
イ
ド
や
ス
タ

ッ
フ
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
パ
ー
テ
ィ
を

組
み
、
北
方
稜
線
、
源
次
郎
尾
根
、
八

ツ
峰
上
半
、
Ⅳ
峰
フ
ェ
ー
ス
群
、
本
峰

南
壁
を
登
っ
た
。
22
日
に
は
富
山
県
警

察
山
岳
警
備
隊
・
石
川
仁
隊
員
に
よ
り
、

直
近
の
山
岳
事
故
の
傾
向
、
そ
し
て
対

策
な
ど
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
本
会
会
員
で
あ
り
、
国
立
登

山
研
修
所
で
講
師
も
務
め
て
い
る
山
岳

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
も
、
山
岳
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
と
も
に
ザ
イ
ル
を
繋
い
で

登
攀
し
た
。
夕
食
時
に
は
各
支
部
の
会

員
た
ち
が
膝
を
寄
せ
合
い
、
自
ら
の
地

元
の
山
の
情
報
を
交
換
す
る
光
景
を
そ

こ
か
し
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
本

会
が
全
国
に
会
員
を
擁
す
る
山
岳
会
で

あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
。

登
攀
技
術
の
向
上
の
た
め
に
切
磋
琢

磨
し
、
技
術
や
理
論
を
相
互
に
学
び
合

い
、
そ
れ
ら
の
根
幹
に
あ
る
安
全
登
山

の
技
術
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
将
来

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
と
い
う
本
講

習
会
の
目
的
を
達
し
た
も
の
と
自
負
し

て
い
る
。
各
支
部
会
員
が
地
元
に
戻
り
、

支
部
会
員
に
今
回
の
経
験
を
伝
え
る
こ

と
で
、
全
国
津
々
浦
々
の
日
本
山
岳
会

会
員
が
、
さ
ら
な
る
技
術
の
向
上
と
安

全
登
山
に
近
づ
く
礎
と
な
る
こ
と
を
願
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剱岳をバックにメンバー集合

秋
晴
れ
の
剱
岳
に
て

全
国
安
全
登
山
普
及
講
習
会
報
告野澤

誠
司
・
竹
内
麻
未

昨
年
か
ら
引
き
続
き
2
度
目
の
開
催
と
な
っ
た
全
国
安
全
登
山
普
及
講
習
会

の
様
子
を
、
こ
れ
ま
で
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
を
牽
引
し
て
き
た
野
澤
誠
司

さ
ん
と
参
加
者
で
あ
る
竹
内
麻
未
さ
ん
か
ら
報
告
し
て
も
ら
う
。
全
国
か
ら

会
員
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
出
し
合
い
、
向
上
心
を
も
っ
て
真
摯
に

山
と
向
か
い
合
っ
た
3
日
間
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
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く
を
学
ん
だ
。
ほ
か
の
4
名
は
初
め
て

の
北
方
稜
線
で
あ
り
、
バ
ン
ド
の
見
極

め
と
活
用
の
勉
強
に
な
っ
た
。

9
月
21
日

【
チ
ン
ネ
左
稜
線
】①
3
名（
東
海
3
）4

時
30
分
・
出
発
→
7
時
30
分
・
取
付

→
8
時
20
分
・
2
Ｐ
目
で
滑
落
→
9
時

30
分
・
下
降
開
始
→
12
時
・
池
ノ
谷
乗

越
→
14
時
10
分
・
剱
岳
本
峰
→
17
時
15

分
・
帰
着

実
際
の
墜
落
を
前
に
し
て
冷
静
に
そ

の
後
の
行
動
を
決
定
し
、
常
に
安
全
を

最
優
先
し
な
が
ら
撤
退
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
た
だ
し
、
取
付
に
到
着
す
る
前

か
ら
良
く
岩
を
観
察
で
き
て
い
な
か
っ

た
点
、
状
況
に
応
じ
て
登
山
靴
か
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
使
用
す
る
の
か

を
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
点
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

【
チ
ン
ネ
中
央
チ
ム
ニ
ー
】
①
3
名
（
ガ

イ
ド
1
、
青
年
部
2
）5
時
30
分
・
出
発

っ
て
い
る
。

9
月
20
日

【
八
ツ
峰
上
半
】①
3
名（
ガ
イ
ド
1
、青

年
部
1
、
岐
阜
1
）4
時
・
出
発
→
8
時

43
分
・
D
フ
ェ
ー
ス
の
頭
→
17
時
・
帰

着
、
②
3
名（
東
海
3
）4
時
・
出
発

→
9
時
50
分
・
八
ツ
峰
の
頭
→
17
時
10

分
・
帰
着
、
③
3
名（
東
海
3
）4
時
・

出
発
→
9
時
50
分
・
八
ツ
峰
の
頭
→
12

時
・
池
ノ
谷
乗
越
→
14
時
・
帰
着

ク
ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
、
懸
垂
下
降
を
含

め
て
、
岩
登
り
を
経
験
で
き
て
良
か
っ

た
。
長
次
郎
の
コ
ル
か
ら
の
ガ
レ
の
下

降
が
大
変
だ
っ
た
が
、
と
て
も
良
い
経

験
に
な
っ
た
。 

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ト
が
初
め
て
の
メ
ン
バ
ー
も
お
り
、
良

い
経
験
と
な
っ
た
。
ロ
ー
プ
を
必
要
と

す
る
危
険
箇
所
の
判
断
能
力
が
身
に
付

い
て
き
た
。

【
源
次
郎
尾
根
】①
4
名（
青
年
部
4
）5

時
05
分
・
出
発
→
5
時
55
分
・
取
付

→
12
時
12
分
・
剱
岳
本
峰
→
15
時
48

分
・
帰
着

源
治
郎
尾
根
や
剱
岳
が
初
め
て
の
メ

ン
バ
ー
が
い
た
が
、
4
つ
の
危
険
箇
所

で
ロ
ー
プ
を
使
用
し
、
安
全
に
通
過
で

き
た
。

【
本
峰
南
壁
】①
3
名（
ガ
イ
ド
1
、青
年

部
1
、
広
島
1
）4
時
50
分
・
出
発
→
8

時
40
分
・
登
攀
開
始
→
10
時
30
分
・
剱

岳
本
峰
→
14
時
・
帰
着
、
②
3
名（
ガ
イ

ド
1
、
広
島
2
）4
時
50
分
・
出
発
→
8

時
00
分
・
登
攀
開
始
→
10
時
15
分
・
剱

岳
本
峰
→
14
時
・
帰
着

ダ
ブ
ル
ロ
ー
プ
の
ビ
レ
イ
を
初
め
て

実
際
に
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
、

自
分
が
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
良
い
経

験
に
な
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
ダ
ブ
ル
ロ

ー
プ
の
登
攀
を
し
、勉
強
に
な
っ
た
。自

分
が
リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

指
導
す
る
際
に
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
伝
え
方
も
勉
強
に
な
っ
た
。

【
北
方
稜
線（
1
泊
2
日
）】①
8
名（
ス

タ
ッ
フ
1
、
青
年
部
3
、
東
海
2
、
四

国
2
）
20
日
5
時
30
分
・
出
発
→
8
時

20
分
・
二
股
→
11
時
・
池
ノ
平
小
屋(

泊

)

／
21
日
5
時
30
分
・
出
発
→
7
時
20

分
・
小
窓
→
11
時
25
分
・
剱
岳
本
峰

→
14
時
25
分
・
帰
着

学
生
2
名
は
Ｓ
Ｌ
の
指
導
の
下
、
三

ノ
窓
手
前
ま
で
ト
ッ
プ
を
歩
き
、
ル
ー

ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
練
習
な
ど
多

→
7
時
50
分
・
取
付
→
10
時
20
分
・
上

部
バ
ン
ド
→
15
時
・
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
ニ

ー
ド
ル
の
頭
→
17
時
05
分
・
帰
着

ル
ー
ト
の
ど
の
あ
た
り
を
登
る
か
と

い
う
判
断
力
、
支
点
構
築
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
力
、
セ
カ
ン
ド
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

【
Ⅵ
峰
Ａ
フ
ェ
ー
ス
】
①
3
名
（
ガ
イ
ド

1
、
ス
タ
ッ
フ
1
、
四
国
1
）
4
時
05

分
・
出
発
→
7
時
30
分
・
取
付
→
9
時

30
分
・
A
フ
ェ
ー
ス
の
頭
→
14
時
25

分
・
前
進
基
地

ガ
イ
ド
を
ト
ッ
プ
に
雪
渓
、
ガ
レ
場

で
ア
イ
ゼ
ン
を
着
脱
し
な
が
ら
歩
い
た
。

雪
渓
で
の
ラ
イ
ン
取
り
、
歩
き
方
な
ど

を
教
わ
り
、
勉
強
に
な
っ
た
。
ゲ
レ
ン

デ
以
外
で
の
岩
登
り
は
初
め
て
で
、
本

番
の
雰
囲
気
が
掴
め
た
。

【
Ⅵ
峰
Ａ
フ
ェ
ー
ス
＋
八
ツ
峰
上
半
】4

時
・
出
発
→
7
時
10
分
・
取
付
→
8
時

50
分
・
A
フ
ェ
ー
ス
の
頭
→
11
時
35

分
・
Ⅷ
峰
の
頭
→
14
時
45
分
・
帰
着

前
進
基
地
出
発
か
ら
帰
着
ま
で
、
大

き
く
時
間
を
ロ
ス
す
る
こ
と
な
く
、
行

程
を
消
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
北
方
稜
線（
1
泊
2
日
）】①
4
名（
青

年
部
2
、
四
国
2
）21
日
5
時
05
分
・
出

発
→
10
時
25
分
・
池
ノ
平(

仙
人
池
往

復)

→
12
時
05
分
・
池
ノ
平
小
屋(

泊)

／

22
日
6
時
05
分
・
出
発
→
7
時
50
分
・

源次郎尾根を登る。木々の色づきに
秋の気配

本峰南壁。会期中晴天に恵まれた
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小
窓
→
13
時
10
分
・
剱
岳
本
峰
→
16
時

45
分
・
帰
着

メ
ン
バ
ー
2
人
に
は
初
め
て
の
ル
ー

ト
。
内
1
名
は
ほ
ぼ
全
部
に
わ
た
っ
て

ト
ッ
プ
を
歩
き
、
ト
ッ
プ
の
良
い
練
習

に
な
っ
た
。
内
1
名
は
源
次
郎
尾
根
に

続
い
て
1
泊
2
日
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
よ

く
こ
な
し
た
。

9
月
22
日

【
八
ツ
峰
上
半
】①
2
名（
ガ
イ
ド
1
、青

年
部
1
）4
時
・
出
発
→
9
時
30
分
・
八

ツ
峰
の
頭
→
11
時
・
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
ニ

ー
ド
ル
の
頭
→
15
時
45
分
・
帰
着

初
め
て
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
で
歩
い

た
。
ア
イ
ゼ
ン
装
着
時
や
休
憩
を
含
め
、

常
に
安
全
を
意
識
す
る
こ
と
や
安
全
確

保
の
大
切
さ
を
学
び
、
危
険
予
知
・
防

止
の
山
で
の
在
り
方
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ら

れ
た
。

【
源
次
郎
尾
根
】①
4
名（
東
海
4
）4
時

15
分
・
出
発
→
4
時
57
分
・
取
付
→
9

時
15
分
・
剱
岳
本
峰
→
15
時
35
分
・
帰

着
、
②
4
名（
ス
タ
ッ
フ
1
、
青
年
部
2
、

四
国
1
）
4
時
40
分
・
出
発
→
5
時
40

分
・
取
付
→
13
時
30
分
・
剱
岳
本
峰

→
18
時
00
分
・
帰
着

コ
ー
ス
タ
イ
ム
よ
り
早
く
到
着
で
き
、

道
迷
い
を
し
な
か
っ
た
。
皆
で
協
力
し
、

岩
稜
帯
登
攀
技
術
、
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
懸
垂
下
降
な
ど
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
の
確
認
と
実
践
が
で
き
た
。

【
本
峰
南
壁
】①
4
名（
東
海
4
）4
時
15

分
・
出
発
→
7
時
30
分
・
取
付
→
12
時

30
分
・
剱
岳
本
峰
→
15
時
30
分
・
帰
着

正
規
ル
ー
ト
を
外
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

岩
の
弱
点
を
つ
き
、
自
ら
ル
ー
ト
フ
ァ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
が
ら
無
事
登
頂
で

き
た
。

【
Ⅵ
峰
Ａ
フ
ェ
ー
ス
】4
時
・
出
発
→
7

時
30
分
・
取
付
→
9
時
00
分
・
A

フ
ェ
ー
ス
頭
→
9
時
20
分
・
取
付(

2

本
目)

→
11
時
40
分
・
A
フ
ェ
ー
ス
の

頭
→
15
時
40
分
・
帰
着

メ
ン
バ
ー
2
名
に
と
っ
て
初
の
Ⅵ
峰

Ａ
フ
ェ
ー
ス
。
う
ち
1
名
は
2
回
目
を

リ
ー
ド
で
登
攀
し
た
。

【
Ⅵ
峰
Ｃ
フ
ェ
ー
ス
】4
時
・
出
発
→
10

時
45
分
・
C
フ
ェ
ー
ス
の
頭
→
15
時
45

分
・
帰
着

3
人
で
の
マ
ル
チ
ピ
ッ
チ
で
の
ト
ッ

プ
の
交
替
を
教
わ
っ
た
。
先
行
パ
ー
テ

ィ
が
い
て
時
間
が
あ
っ
た
た
め
、
支
点

の
取
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
方
（
不
安

点
な
支
点
の
使
い
方
）、ハ
ー
ケ
ン
の
抜

き
方
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
登
る
こ
と

が
で
き
た
。

【
Ⅵ
峰
Ｄ
フ
ェ
ー
ス
】
4
時
・
出
発

→
7
時
50
分
・
取
付
→
10
時
20
分
・D

フ
ェ
ー
ス
の
頭
→
16
時
05
分
・
帰
着

ア
ン
カ
ー
構
築
の
考
え
方
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
ビ
レ
ー
を
取
る
際
の
時
間
短
縮
の

考
え
方
を
教
わ
っ
た
。
今
後
に
活
か
し

た
い
。

期
間
中
は
雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
が
続

い
た
。
特
に
最
終
日
は
、
黄
色
く
色
づ

き
始
め
た
山
々
が
、
我
々
の
下
山
を
見

送
っ
て
く
れ
た
。
な
ぜ
剱
岳
で
の
登
攀

に
こ
だ
わ
る
の
か
。
ブ
ー
ム
だ
け
で
登

山
を
始
め
た
山
ガ
ー
ル
、
山
ボ
ー
イ
の

大
部
分
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

の
ゲ
ー
ム
世
代
。
そ
の
世
代
は
「
一
人

が
好
き
、で
も
淋
し
い
の
は
嫌
い
」と
一

人
用
テ
ン
ト
を
買
っ
て
山
に
や
っ
て
来

る
が
、
た
ち
ま
ち
自
分
の
限
界
を
知
っ

て
山
岳
会
に
多
く
を
期
待
し
て
入
っ
て

く
る
。
だ
が
、
登
山
の
本
質
は
カ
タ
ロ

グ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
も
っ

と
人
間
臭
い
と
こ
ろ
を
さ
ら
け
出
さ
ね

ば
な
ら
な
い
し
、
山
は
仮
借
な
き
相
手

で
あ
る
こ
と
を
叩
き
つ
け
ら
れ
て
知
る

世
界
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
で

い
く
ら
上
手
に
な
っ
て
も
、
急
な
雪
渓

や
落
石
は
な
い
。
畳
の
上
の
水
練
は
い

つ
の
時
代
に
も
あ
る﹃
剱
岳
点
の
記
﹄を

見
て
も
、
本
会
は
１
０
０
年
前
か
ら
よ

り
高
く
よ
り
困
難
に
向
か
っ
て
来
た
。

そ
の
延
長
線
上
に
雪
山
が
あ
り
海
外
の

山
が
あ
っ
た
。
登
山
の
楽
し
み
方
は
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。だ
が
、本

会
の
心
棒
・
中
心
軸
は
い
つ
の
時
代
で

あ
っ
て
も
登
攀
で
あ
り
雪
山
で
あ
る
。

ど
ん
な
に
人
間
社
会
が
変
わ
っ
て
も
山

は
変
わ
ら
な
い
。
我
々
は
恐
れ
と
緊
張

の
中
に
少
し
の
喜
び
を
持
っ
て
穂
高
や

剱
の
登
攀
に
向
か
っ
て
い
く
。

今
回
も
国
立
登
山
研
修
所
の
渡
邊
所

長
、
星
野
専
門
職
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
富
山
県
警
察
山

岳
警
備
隊
の
高
瀬
隊
長
に
も
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
会
所
属
の
プ

ロ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
、
本
部
ス
タ
ッ
フ

や
各
パ
ー
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん

の
献
身
的
な
協
力
が
な
け
れ
ば
、
無
事

に
遂
行
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ

の
場
を
借
り
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

富山県警察山岳警備隊・石川隊員による勉強会
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ン
ニ
ン
グ
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
名
義
後
援
は
行
わ
な
い
。

▽
新
版﹃
日
本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド
﹄

を
全
国
支
部
の
協
力
を
得
て
７
月
31
日

発
行
し
た
。
１
１
０
周
年
事
業
と
し
て

２
０
０
山
を
対
象
に
登
頂
ツ
ア
ー
を
実

施
、
ま
た
﹃
新
日
本
山
岳
誌
﹄2
版
を
発

行
す
る
。

▽
平
成
2６
年
ス
タ
ー
ト
の
「
山
の
日
」

に
ど
の
よ
う
な
魂
を
入
れ
て
い
く
か
は

各
支
部
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の

特
徴
を
生
か
し
運
動
を
広
げ
て
ほ
し
い
。

■
支
部
友
制
度
に
つ
い
て
話
し
合
う

会
務
報
告
の
あ
と
、
2
日
目
に
支
部

友
制
度
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
本
格

的
に
議
論
し
た
の
は
初
め
て
だ
。
会
員

平
成
2６
年
度
支
部
合
同
会
議
が
９
月

20
・
21
日
、
東
京
・
四
谷
駅
前
の
主
婦

会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ
た
。
全
国

32
支
部
か
ら
支
部
長
・
事
務
局
長
が
参

加
、
総
勢
８８
名
の
大
規
模
な
会
議
と
な

っ
た
。
会
員
増
強
、
次
期
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
、
ま
た
支
部
友
制
度
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。
従
来
、
支
部
事
務
局

担
当
者
会
議
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た

も
の
を
再
構
成
し
た
も
の
で
、
支
部
長

と
事
務
局
長
が
と
も
に
参
加
す
る
の
は

初
め
て
。

会
議
は
高
原
総
務
担
当
常
務
理
事
の

司
会
で
始
ま
っ
た
。
冒
頭
、
森
会
長
は

「
本
会
は
高
齢
化
を
迎
え
、大
き
な
岐
路

に
立
っ
て
い
る
。
乗
り
切
っ
て
い
く
に

は
、
支
部
の
活
性
化
お
よ
び
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
活
動
が
不
可
欠
で
あ

る
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

詳
細
な
会
務
報
告
が
あ
っ
た
。
執
行

部
が
ど
の
よ
う
な
舵
取
り
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
重
要
項
目
に
つ
い
て

説
明
し
理
解
を
求
め
た
。森
会
長
は「
組

織
・
体
制
」、
ま
た「
次
期
人
事
の
基
本

方
針
」を
説
明
し
た
。７0
歳
の
年
齢
制
限

は
現
行
ど
お
り
と
し
、
選
出
方
法
を
実

質
的
に
信
任
投
票
が
行
な
え
る
よ
う
に

し
た
い
と
語
っ
た
。

「
高
齢
化
が
進
む
日
本
山
岳
会
」
に
つ

い
て
高
原
常
務
理
事
が
報
告
し
た
。
全

会
員
５
０
５
６
名
の
内
、
６0
歳
台
か
ら

８0
歳
台
が
７８
％
を
占
め
て
お
り
、
今
後

10
年
間
で
約
１
４
０
０
名
の
自
然
減
が

予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
永
年
会
員
の
増

加
も
確
実
で
、
会
費
収
入
に
頼
る
本
会

に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
に
な
る
。
そ
の

対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
寄
付
金
の
増
額

を
目
指
し
、
吉
川
常
務
理
事
か
ら
、
寄

付
者
へ
の
顕
彰
制
度
の
新
設
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
主
な
報
告
は
次
の
と

お
り
。

▽
登
山
計
画
書
提
出
・
事
故
連
絡　

支

部
主
催
の
山
行
を
的
確
に
把
握
す
る
た

め
、
登
山
計
画
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
事
故
が
あ
っ
た
場
合
は
遭
難
対

策
委
員
会
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
。
そ
の

た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
。

▽
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
事
業
に
対
す

る
名
義
後
援　

一
般
登
山
者
の
安
全
、

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
ト
レ
イ
ル
ラ

C
onference R

eport

平
成
26
年
度
支
部
合
同
会
議
開
く

会
員
増
強
・
支
部
友
制
度
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う

髙
橋
重
之

増
強
・
財
政
基
盤
検
討
Ｐ
Ｔ
で
制
度
の

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
事
前
に
行
な

っ
た
会
友（
準
会
員
）制
度
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
高
原
常
務
理

事
が
披
露
し
た
。

32
支
部
の
内
22
支
部
で
支
部
友
制
度

を
取
り
入
れ
て
お
り
、
こ
の
５
年
間
で

４
支
部
が
導
入
し
た
。
定
義
が
は
っ
き

り
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
計
４
９

１
名
が
登
録
し
て
い
る
。
年
会
費
は
１

０
０
０
円
か
ら
６
０
０
０
円
ま
で
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
り
、
３
０
０
０
円
が
最
も
多

い
。支

部
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。
目
的
に

つ
い
て
北
海
道
支
部
は
、規
定
で「
本
会

員
へ
の
入
会
を
前
提
に
、
当
面
支
部
活

動
に
参
加
し
て
も
ら
う
」
と
明
記
し
て

い
る
。
日
本
山
岳
会
会
員
に
な
る
会
友

が
い
て
、
そ
れ
な
り
の
効
果
を
あ
げ
て

い
る
が
、
広
島
支
部
は
「
登
山
教
室
出

身
者
を
会
友
と
し
て
い
る
。
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
望
ま
な
い
で
支
部
友
に
留
ま

る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
。
東
海
支
部

は
「
会
友
が
会
員
よ
り
多
く
な
り
、
制

度
の
適
用
年
限
を
3
年
と
し
た
」
と
、

問
題
点
も
指
摘
さ
れ
た
。
山
梨
支
部
で

は
「
制
度
は
あ
っ
て
も
、
登
山
活
動
に

協
力
す
る
余
裕
が
な
い
」
と
現
在
制
度

を
持
た
な
い
。

支
部
友
制
度
は
こ
う
だ
と
い
っ
た
結

支部合同会議での森会長挨拶
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的
の
峰
が
現
れ
た
。
Ｃ
2
に
戻
り
、
皆

で
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
登
頂
に
は
10
時

間
く
ら
い
は
掛
か
る
と
皆
で
判
断
し
た
。

登
頂
予
定
日
は
７
月
４
日
か
５
日
に
設

定
す
る
。

７
月
４
日
、午
前
2
時
起
床
す
る
。小

雪
が
降
る
中
、
Ｃ
2
を
3
時
に
出
発
し
、

取
付
地
点
で
登
攀
具
、
ア
イ
ゼ
ン
を
着

け
る
。
２
０
０
０
年
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
以

来
の
遠
征
と
な
る
鈴
木
登
攀
隊
長
を
先

頭
に
、
い
よ
い
よ
登
攀
開
始
だ
。
フ
ィ

ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
使
い
、
雪
の
状
態
も

良
く
５
ピ
ッ
チ
ほ
ど
で
稜
線
に
出
た
。

出
発
か
ら
５
時
間
、
小
ガ
レ
場
で
小
休

止
す
る
。
雲
が
上
昇
し
晴
れ
間
が
大
き

く
な
っ
て
い
く
。
最
後
の
雪
壁
は
青
空

を
見
上
げ
な
が
ら
コ
ン
テ
で
登
り
、
午

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
第
12
次
イ
ン

ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の
遠
征
を
行
な

い
、
７
月
４
日
に
全
員
登
頂
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
た
。
１
９
８
８
年
の
第
１

次
ヤ
ン
峰
以
来
1６
座
目
の
登
頂
と
な
る
。

今
回
は
、第
10
次
ア
ッ
チ
ェ
峰（
２
０
０

９
年
）、
第
11
次
チ
ェ
マ
峰
・
全
員
登
頂

（
２
０
１
１
年
）と
同
じ
ラ
ホ
ー
ル
地
区 

カ
ル
チ
ャ
・
ナ
ラ
流
域
の
Ｄ
氷
河
源
頭

の
未
踏
峰
を
目
指
す
3
度
目
の
遠
征
で

あ
る
。

11
次
の
遠
征
時
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
に

名
誉
会
員
の
ハ
リ
シ
ュ
カ
パ
テ
ィ
ア
氏

に
偶
然
お
会
い
し
、カ
ル
チ
ャ
・
ナ
ラ
流

域
が
入
っ
た
概
念
図
の
コ
ピ
ー
を
い
た

だ
い
た
。
そ
の
図
に
は
、
１
９
５
０
年

代
の
登
山
家
が
踏
査
し
た
登
山
ル
ー
ト

と
、登
頂
ピ
ー
ク
が
記
さ
れ
て
い
た
。そ

れ
は
ロ
マ
ン
を
掻
き
立
て
る
図
で
、
帰

国
後
、
ロ
シ
ア
ン
マ
ッ
プ
と
突
き
合
わ

せ
て
思
い
を
膨
ら
ま
せ
た
。
そ
の
思
い

か
ら
今
回
の
遠
征
で
は
、
同
地
区
の
未

踏
峰
の
登
頂
と
併
せ
て
、
Ｄ
氷
河
の
略

奪
点
付
近
や
そ
の
先
の
バ
ラ
シ
グ
リ
氷

河
側
の
映
像
を
残
し
た
い
と
考
え
た
。

７
月
2
日
、
Ｃ
2
設
営
（
５
２
０
０

ｍ
）。
氷
河
の
縮
小
は
歴
然
と
し
て
い

た
。
ロ
シ
ア
ン
マ
ッ
プ
の
氷
河
の
標
高

表
示
と
、
隊
の
高
度
計
と
の
差
が
あ
り
、

目
的
の
山
の
特
定
に
手
間
取
っ
た
。
当

初
は
、
Ｃ
2
サ
イ
ド
の
ピ
ー
ク
が
そ
れ

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が
、
若
い
リ
エ

ゾ
ン
・
愛
称
ガ
ジ
ュ
氏
の
了
解
を
得
て
、

青
年
部
副
委
員
長
・
土
屋
隊
員
所
有
の

ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
合
わ
せ
る
と
、
も

う
少
し
上
の
よ
う
だ
。
ひ
と
峠
越
え
て

み
る
と
、
登
攀
意
欲
を
掻
き
立
て
る
目

在インド日本国大使館にて（左から枝一等書記官、鈴木、八木大使、星、土屋、大島一等書記官）

7月4日午前8時30分、全員登頂

論
を
導
く
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
だ
け
各
支
部
で
の
考
え
方
、
運
用
方

法
も
違
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
10
人
以

上
の
支
部
会
員
増
加
を
見
込
む
６
支
部

の
内
５
支
部
で
こ
の
制
度
を
運
用
し
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
最
後
に
森

会
長
よ
り
「
支
部
友
制
度
（
準
会
員
制

度
）を
考
え
る
上
で
役
に
立
っ
た
」と
コ

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

■
各
支
部
の
活
動
を
披
露

全
支
部
よ
り
支
部
の
活
動
を
披
露
し

て
も
ら
っ
た
。
1
支
部
3
分
と
い
う
制

約
の
な
か
熱
心
な
報
告
が
あ
っ
た
。　

　

支
部
の
活
性
化
は
こ
う
だ
、
と
い
っ

た
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
各
支
部
に

そ
れ
な
り
の
長
い
歴
史
が
あ
る
。
本
部

か
ら
の
方
策
に
対
し
て
の
取
り
組
み
も

一
様
で
は
な
い
。共
通
だ
っ
た
の
は
、取

り
巻
く
環
境
で
の
高
齢
化
と
、
入
会
者

の
初
心
者
・
未
組
織
化
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
山
ガ
ー
ル
・
山

ボ
ー
イ
、
そ
れ
に
自
然
志
向
の
定
年
退

職
者
の
層
が
厚
い
と
の
話
に
は
元
気
づ

け
ら
れ
た
。
活
路
を
見
出
す
た
め
の
キ

ー
ワ
ー
ド
が
各
支
部
よ
り
出
さ
れ
た
。

「
山
の
日
」「
登
山
教
室
・
講
習
会
」「
親

子
登
山
」「
マ
ス
コ
ミ
・
新
聞
」そ
し
て

「
支
部
友
」な
ど
で
あ
っ
た
。

Indian H
im

alaya

ピ
ァ
ク
シ
ー
峰（
６
０
９
０
ｍ
）初
登
頂

３
度
目
の
カ
ル
チ
ャ
・
ナ
ラ
未
踏
の
山
へ

隊
長　

星
一
男
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F
oundation

の
略

な
お
、後
援
を
愛
知
県
山
岳
連
盟
、協

賛
を
ラ
フ
マ
・
ミ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
社
か

ら
い
た
だ
い
た
。

【
参
考
︼イ
ン
ド
登
山
事
情

窓
口
で
あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
登
山
申
請
な

ど
の
対
応
は
、
以
前
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ

と
感
じ
た
。
た
だ
し
、
イ
ン
ナ
ー
ラ
イ

ン
に
近
い
山
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
状

況
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
今
年
と
来

年
の
登
山
料
は「
半
額
」と
な
っ
て
い
る
。

登
山
装
備
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
レ
ン
タ
ル
や

購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
確
認

し
て
ほ
し
い
。

前
８
時
30
分
に
全
員
登
頂
を
果
た
す
。

眼
下
の
岩
と
雪
の
山
々
、
そ
れ
を
取
り

囲
む
大
き
な
氷
河
が
幾
つ
も
見
え
る
。

そ
の
場
で
各
自
写
真
や
ビ
デ
オ
を
撮
る
。

所
期
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

日
差
し
も
強
く
な
り
、
雪
が
緩
み
出
し

て
き
た
の
で
下
山
を
急
ぐ
。
1４
時
に
Ｃ

2
着
。

７
月
1４
日
、
デ
リ
ー
に
帰
着
。
翌
日

は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
て
６
０
９
０
ｍ
無
名
峰
初

登
頂
の
報
告
を
行
な
い
、
ピ
ァ
ク
シ
ー

（P
yagski

：
ラ
ホ
ー
ル
地
区
の
言
葉
で

H
iden P

eak

の
意
）
と
命
名
し
た
。
同

日
夕
方
は
、
在
イ
ン
ド
日
本
国
大
使
館

の
八
木
大
使
よ
り
夕
食
会
の
ご
招
待
を

受
け
た
。全
員
久
し
く
食
べ
て
い
な
い
日

本
食
を
ご
馳
走
に
な
り
、
隊
と
し
て
も

栄
誉
あ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。
記
念
に
な
る
一
日
で
あ
っ
た
。

今
回
の
遠
征
に
は
、
１
１
０
周
年
記

念
海
外
登
山
基
金
の
助
成
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
支
部
内
外
か
ら
多
く

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面

を
借
り
ま
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

隊
の
構
成

隊
長
：
星
一
男（
63
）登
攀
隊
長
：
鈴
木

美
代（
62
）隊
員
：
土
屋
昌
代（
38
）リ
エ

ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
：
ガ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・

デ
シ
ュ
ム
ク（
38
）高
所
ポ
ー
タ
ー
3
名
、

コ
ッ
ク
1
名
、
キ
ッ
チ
ン
ボ
ー
イ
1
名
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
・
Ｂ
Ｃ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
1
名

（
注
）IM

F

：Indian M
ountaineering 

年次晩餐会に関するご案内
総務委員会

今年の晩餐会の会場は、新宿の京王プラ
ザホテルに変わります。　

本年の催し物は、図書委員会主催の図書
交換会、またアルパインスケッチクラブに
よる作品展、および日本山岳画協会会員の
作品展示もありますので、ぜひ併せてご覧
下さい。

講演会は、２０１４年９月２９日、未踏
峰マンセイル峰（６２４２ｍ）の初登頂に成
功した日本山岳会学生部女子ムスタン登山
隊のメンバーを予定しています。

１０月中旬に案内状を発送しますので、
会員の皆様、お誘い合わせのうえ、ぜひご
出席ください。

期日　１２月６日（土）
場所　 新宿・京王プラザホテル 

本館４階・５階

C2 より中央遠方にセントラルピークを望む

崩れやすい急峻な岩稜帯に向かう
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験
と
実
績
を
踏
ま
え
て
、「
山
に
親
し

み
、
守
る
活
動
は
県
民
が
主
催
し
、
行

政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
地
域
ご
と
の
活
動
を
充
実
さ

せ
、
全
国
規
模
で
運
動
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
」
と
連
携
を
呼
び
掛
け
た
。

次
の
講
演
テ
ー
マ
は
安
全
登
山
―
。

大
山
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
す
る
山

岳
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
山
本
一
夫
さ
ん
（
京

都･

滋
賀
支
部
）
は
準
備
段
階
で
の
登

山
計
画
書（
届
）作
成
の
大
切
さ
を
強
調

し
、「
負
傷
者
が
出
た
場
合
は
ど
う
す

る
か
な
ど
《
も
し
も
》
の
と
き
を
想
定

し
て
、
事
前
に
皆
で
話
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
だ
」な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

締
め
く
く
り
は
山
陰
支
部
の
廣
江
研

副
支
部
長
。
廣
江
さ
ん
は
世
界
的
冒
険

家
の
植
村
直
己
さ
ん
と
明
治
大
学
山
岳

部
の
同
期
生
で
、
数
々
の
興
味
深
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
会
場
を
沸
か
す

国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
が
平
成
2８

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
の
を
記
念
し
て

山
陰
支
部
で
は
、鳥
取
県
山
岳
協
会
、勤

労
者
山
岳
連
盟
に
呼
び
か
け
て
８
月
８

日（
金
）、
米
子
市
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
第
１
回｢
山
の

日｣

を
語
る
米
子
集
会
を
開
い
た
。

「
山
の
日
」
制
定
の
趣
旨
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
、
環
境

行
政
に
力
を
入
れ
て
い
る
鳥
取
県
や
環

境
庁
の
中
国
四
国
地
方
環
境
事
務
所
、

地
元
の
日
本
海
新
聞
な
ど
の
後
援
を
得

た
。
折
か
ら
の
台
風
接
近
で
激
し
い
風

雨
の
中
、
山
岳
関
係
者
や
市
民
お
よ
そ

３
０
０
人
が
集
ま
り
盛
会
だ
っ
た
。

集
会
に
は
平
井
伸
治
知
事
も
出
席
し

「
鳥
取
に
は
麗
峰
大
山
が
あ
り
ま
す
。山

は
命
の
源
で
す
。
山
と
の
付
き
合
い
方
、

山
の
環
境･

安
全
な
ど
を
考
え
る
﹃
山

の
日
﹄の
制
定
を
祝
い
た
い
」と
挨
拶
し

た
。
続
い
て
鳥
取
県
出
身
で
全
国｢

山

の
日｣

協
議
会
顧
問
の
成
川
隆
顕
さ
ん

が
、
祝
日
制
定
ま
で
の
経
過
と
意
義
を

語
り
、
次
い
で
、
広
島
支
部
の
兼
森
志

郎
支
部
長
が
、
国
民
の
祝
日
に
先
行
し

て
広
島
県
で
独
自
に
開
催
さ
れ
て
い
る

〈
ひ
ろ
し
ま
「
山
の
日
」
県
民
の
集
い
〉

を
紹
介
し
た
。
兼
森
さ
ん
は
12
年
の
経

M
ountaineering D

ay

国
民
の
祝
日
制
定
を
記
念
し
て

第
１
回｢

山
の
日｣

を
語
る
米
子
集
会
開
催

山
陰
支
部　

中
井
俊
一

挨拶をする平井鳥取県知事

「山の日」米子集会

熱心に講演を聴く参加者

と
と
も
に
、
植
村
さ
ん
が
登
山
と
冒
険

の
現
役
を
退
い
た
あ
と
、
子
供
た
ち
が

の
び
の
び
と
育
つ
た
め
野
外
学
校
を
作

ろ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
た
こ
と
を
紹

介
し
、
夢
を
持
つ
こ
と
、
夢
を
育
て
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え

て
会
場
を
埋
め
た
参
加
者
の
共
感
を
得

た
。
集
会
の
模
様
は
日
本
海
新
聞
と
山

陰
中
央
新
報
で
紹
介
さ
れ
た
。

山
陰
支
部
で
は
こ
の
集
会
を
契
機
と

し
て
「
安
全
な
登
山
や
環
境
保
全
を
含

め
、山
と
の
深
い
関
わ
り
を
考
え
る
日
」

と
し
て
、
引
き
続
き
こ
の
運
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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日
本
山
岳
会
は
、
来
年
、
創
立
１
１

０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
会
報「
山
」４
月
号
で

海
外
登
山
隊
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
が
、

来
年
3
月
ま
で
期
間
を
延
長
し
て
再
募

集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選
考
さ

れ
た
登
山
隊
に
は
助
成
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
積
極
的
に
応

募
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は

す
で
に
申
請
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
合

わ
せ
て
経
過
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

＊
ま
ず
、
支
部
海
外
登
山
隊
部
門
で
す
。

広
く
海
外
登
山
に
目
を
向
け
て
も
ら

う
と
と
も
に
支
部
の
活
性
化
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
支
部
が
主
体
的

に
実
施
す
る
海
外
登
山
隊
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ

ろ
支
部
海
外
登
山
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
実
施
し
た
埼
玉
支
部
、
東
海
支
部
に

続
く
申
請
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
2

～
3
の
支
部
が
海
外
登
山
を
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
少
し
時
間
が
か

か
る
見
通
し
で
す
。
海
外
登
山
計
画
を

ま
と
め
る
活
発
な
支
部
が
出
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
学
術
調
査
登
山
隊
部
門
で
す
。

公
募
の
基
準
は
４
月
号
と
同
じ
で
、

学
術
隊
の
目
的
、
趣
旨
に
具
体
性
が
あ

り
、
研
究
の
成
果
を
期
待
で
き
る
も
の
。

ま
た「
公
募
」を
前
面
に
、
テ
ー
マ
の
斬

新
さ
、
発
想
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
最
重
視

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に「
環
境
」「
国
際

協
力
」
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
時
代

の
要
請
に
応
え
得
る
学
術
調
査
隊
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
2
隊
か
ら
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
氷
河
の

氷
河
後
退
の
調
査
隊
と
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

半
島
と
日
本
の
火
山
性
山
岳
地
帯
の
景

観
比
較
研
究
調
査
隊
で
す
。
そ
こ
で
学

識
経
験
者
に
よ
る
企
画
審
査
特
別
委
員

会
を
開
い
て
、
内
容
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
氷
河
の
定
量
把
握

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
時
代
性
に
も

合
致
し
て
い
ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
点

で
具
体
性
へ
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
学
術
調

査
隊
に
つ
い
て
も
、
不
明
な
点
と
具
体

性
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
両
隊

と
も
に
、改
め
て
提
案
し
て
も
ら
い
、再

提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
2
隊
と
は
別
に
、
新
た

に
学
術
調
査
登
山
隊
の
再
募
集
も
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3
番
目
は
極
限
探
求
登
山
隊
で
す
。

最
近
は
高
難
度
の
高
峰
登
山
を
継
続

的
に
行
な
っ
て
い
る
若
い
優
秀
な
ク
ラ

イ
マ
ー
た
ち
も
出
て
き
て
、
そ
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ

具
体
的
な
動
き
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ガ

ン
ガ
プ
ル
ナ
北
稜
や
ウ
ル
タ
ル
Ⅱ
峰
な

ど
へ
の
計
画
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
さ

ら
に
新
し
い
課
題
へ
の
挑
戦
、
パ
イ
オ

ニ
ア
ワ
ー
ク
に
あ
ふ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
登
山
隊
を
再
募
集
し
ま
す
。

最
後
が
旅
行
業
者
募
集
企
画
部
門
。

会
報「
山
」に
広
告
を
出
し
て
い
る
専

門
ツ
ア
ー
会
社
５
社
に
記
念
ツ
ア
ー
に

関
し
て
案
内
し
た
と
こ
ろ
、2
社（
ア
ト

ラ
ス
ト
レ
ッ
ク
、
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー

サ
ー
ビ
ス
）
か
ら
企
画
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
企
画
審
査
特

別
委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
①
グ
レ

ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
イ
ル（
ネ
パ
ー

ル
）
の
踏
破
と
サ
ポ
ー
ト
・
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
、
②
ブ
ー
タ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
③
日
本
三
百
名
山
登
頂

ツ
ア
ー
の
3
件
を
実
施
す
る
方
向
で
答

申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
実
行
委

員
会
並
び
に
業
者
選
定
作
業
検
討
小
委

員
会
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
現
在
、

前
記
2
社
に
、
詳
細
な
ツ
ア
ー
計
画
の

再
提
出
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

後
日
、
会
員
の
皆
様
ほ
か
か
ら
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

以
上
が
、
４
つ
の
企
画
審
査
特
別
委

員
会
の
現
状
報
告
に
な
り
ま
す
。
ま
た

左
記
の
要
領
で
、
１
１
０
周
年
記
念
海

外
登
山
隊
を
再
度
、
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
）

１
１
０
周
年
記
念
海
外
登
山
隊
を
再
募
集

110周年記念海外登山隊の再募集
◦募集期間：平成26年10月15日〜平成27年 3 月31日
◦審査・発表：随時、企画審査特別委員会で審査し、発表します。
◦助成対象者には、いくつかの条件を了承していただきます。

詳細は個別に説明いたします。
◦申込方法： 所定の様式（事務局に請求ください）に内容の概

略を記入し、計画書を添えて申請してください。
◦問合せ・申込先：日本山岳会事務局　TEL03-3261-4433
詳細は、会報『山』4月号およびHPをご覧ください。
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は
臭
わ
な
い
が
な
ぜ
か
」
と
質
問
が
あ

り
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
説
明
を
し
ま
し

た
が
、井
上
さ
ん
は「
あ
れ
は
ヘ
ド
ロ
化

し
た
あ
と
の
メ
ン
テ
が
大
変
。
別
な
方

法
の
研
究
が
必
要
」と
の
こ
と
。今
後
の

彼
女
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

2
年
前
、
武
漢
で
行
な
わ
れ
た
学
生

交
流
会
で
登
山
競
争
に
優
勝
し
た
姜
兆

銀
君
と
今
回
の
学
生
交
流
会
で
再
会
し

ま
し
た
。彼
か
ら「
９
月
に
救
助
研
修
で

日
本
に
行
く
」と
聞
き
、帰
国
後
幹
事
役

の
小
野
寺
氏
に
電
話
し
ま
し
た
。
昨
年
、

栂
池
で
開
か
れ
た
Ｊ
Ｍ
Ａ
主
催
山
岳
ス

キ
ー
大
会
の
撮
影
に
行
き
ま
し
た
が
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
小
野
寺
氏
は
自
分
を
覚
え
て
お

ら
れ
、
谷
川
岳
で
の
日
中
韓
救
助
研
修

会
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
日
中
韓
学
生
交
流
会
は
、
本

誌
８
月
号
で
報
告
し
た
立
山
で
の
研
修

会
に
参
加
し
た
生
態
探
訪
研
修
院
を
宿

舎
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
交
流
会
最

終
日
、
日
本
の
学
生
た
ち
を
連
れ
て
金

哲
洙
院
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
交
流
会

終
了
の
翌
日
、
金
院
長
か
ら
講
師
と
の

会
食
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
立
山
で
の

研
修
会
で
出
た
日
本
人
ガ
イ
ド
依
頼
の

件
に
つ
い
て
は
、
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協

会
が
窓
口
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、
韓
国
語
対
応
で
き
る
担
当
者
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
翌
週
、
山
岳
雑
誌

m
ountain

の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

P
eople

と
い
う
コ
ラ
ム
で
、自
分
が
Ｊ

Ａ
Ｃ
で
登
山
活
動
を
始
め
た
経
緯
や
記

録
係
と
し
て
の
活
動
状
況
を
話
し
、
９

月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
が
話
し
た
内
容
か
ら
タ
イ
ト
ル

（
大
き
な
ハ
ン
グ
ル
で
書
い
て
あ
る
）を

「
一
緒
に
山
に
登
っ
て
昨
日
、
今
日
、
明

日
を
話
し
ま
し
ょ
う
」
と
し
て
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
自
分
の
モ
ッ
ト
ー
「
昨

日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
、
向
上

を
目
指
し
て
精
進
す
る
」
を
的
確
に
表

し
て
い
ま
す
。 

記
事
の
最
後
は
現
在
自

分
が
注
力
し
て
い
る
「
平
和
な
時
代
に

は
い
く
ら
で
も
交
流
で
き
る
。
し
か
し

国
家
間
に
問
題
が
生
じ
た
と
き
は
難
し

い
。
三
国
の
歴
史
と
文
化
を
理
解
し
な

が
ら
、
こ
う
い
う
と
き
こ
そ“
山
”を
通

じ
て
交
流
を
継
続
し
て
い
く
よ
う
努
力

し
ま
す
」
で
結
ん
で
あ
り
ま
す
。

本
誌
８
月
号
で
紹
介
さ
れ
た
女
子
ム

ス
タ
ン
登
山
隊
の
井
上
由
樹
子
隊
長
は

前
・
今
回
の
日
中
韓
学
生
登
山
会
で
リ

ー
ダ
役
を
務
め
ま
し
た
。
彼
女
は
山
で

の
エ
コ
対
策
、
汚
物
処
理
を
専
門
の
仕

事
と
し
て
い
く
考
え
で
す
。
今
回
韓
国

側
か
ら
提
案
さ
れ
た
簡
便
処
理
パ
ッ
ク

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
、
と
の
こ
と
で

パ
ッ
ク
の
ハ
ン
グ
ル
説
明
文
の
翻
訳
を

手
伝
い
ま
し
た
。
５
月
、
立
山
の
研
修

会
で
韓
国
隊
員
か
ら
「
日
本
の
ト
イ
レ

中
国
・
韓
国
の
山
岳
活
動
発
表
会
、

群
馬
県
救
助
隊
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
一

ノ
倉
沢
で
の
ワ
イ
ヤ
救
助
デ
モ
の
撮
影

と
通
訳
支
援
を
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
中
国
、
韓
国
の
救
助
隊
員
も
遭
難
者

の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
日
本
の
優
れ
た
救

助
方
法
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。
小
野
寺

氏
か
ら
こ
の
様
子
を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ

を
11
月
、
広
島
で
開
か
れ
る
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ 

（
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
） 

創
立
20
周
年
記

念
総
会
で
ご
紹
介
し
た
い
、
と
い
う
話

が
あ
り
、
ビ
デ
オ
に
英
語
の
説
明
文
を

入
れ
て
仕
上
げ
、
自
分
も
総
会
に
参
加

す
る
予
定
で
す
。

皆
様
の
山
岳
活
動
、
特
に
国
際
交
流

を
撮
影
し
、
写
真
・
動
画
で
伝
え
て
い

け
る
よ
う
支
援
す
る
つ
も
り
で
す
。

S
tudents C

lim
bing M

eeting

日
中
韓
学
生
交
流
会
余
話

東
海
支
部　

村
越
稔

JMA日中韓救助研修会（9月6日谷川岳）

月刊雑誌mountain ９月号

ワイヤ救助デモ
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「
山
の
日
」制
定
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

金
井
良
碩

去
る
８
月
11
日
に
、
大
阪
市
北
区
に

あ
る
毎
日
新
聞
オ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル
で
、

毎
日
新
聞
社
主
催
、
全
国｢

山
の
日｣

協

議
会
後
援
に
よ
る
「
今
宵
、
山
を
語
ろ

う
」　

山
に
親
し
み
、山
に
感
謝
す
る　

と
題
す
る「
山
の
日
」制
定
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
山
岳
会

元
副
会
長
の
平
林
克
敏
さ
ん
の
基
調
講

演
と
、
毎
日
新
聞
社
の
榊
原
雅
晴
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
と
の
2
部
構
成
で
実
施
さ
れ
た
。

「
山
へ
の
想
い
」
の
タ
イ
ト
ル
の
基
調

講
演
で
は
、
冒
頭
、
平
林
は
日
本
人
が

自
然
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
山
に
対
し
て
も
畏
敬
の
念

を
持
っ
て
い
る
と
論
じ
る
。そ
し
て
、自

ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
赴
任
の
経
験
で
感
じ

た
、
人
間
と
自
然
を
対
立
軸
に
置
く
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
の
自
然
観
と
は
異
な
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。彼
は「
日
本
人
が

入
っ
た
こ
と
の
な
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

が
登
れ
な
か
っ
た
山
に
登
る
」
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
西
ネ
パ
ー
ル
の
ア
ピ
や

サ
イ
パ
ル
の
初
登
頂
を
果
た
し
て
き
た

が
、
日
本
山
岳
会
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
の

企
画
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
困
惑

し
た
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
パ
イ

オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
を
自
負
す
る
平
林
に
と

っ
て
、
英
米
人
な
ど
が
す
で
に
登
っ
て

い
る
所
に
、
い
ま
さ
ら
、
な
ぜ
行
く
の

か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
と
抵
抗
で
あ
る
。

し
か
し
、松
下
幸
之
助
氏
の「
世
界
で
一

番
高
い
山
や
か
ら
日
本
人
が
登
っ
と
か

な
あ
か
ん
わ
な
」
と
の
言
葉
に
考
え
を

改
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。そ
し
て
、余

念
な
く
登
攀
装
備
の
研
究
と
開
発
を
進

め
、遂
に
１
９
７
０
年
の
５
月
に
は
、第

１
次
ア
タ
ッ
ク
隊
の
松
浦
輝
夫
、
植
村

直
己
隊
員
に
続
き
、
第
2
次
隊
と
し
て
、

ネ
パ
ー
ル
人
シ
ェ
ル
パ
の
チ
ョ
タ
レ
ー

と
と
も
に
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し

た
と
語
っ
た
。

第
2
部
は
京
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
で
も
あ

る
榊
原
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

医
師
で
京
都
府
立
医
大
Ｗ
Ｖ
部
Ｏ
Ｂ
の

武
藤
文
隆
、
タ
レ
ン
ト
で
山
ガ
ー
ル
の

御
秒
奈
々
に
平
林
を
加
え
た
４
人
の
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
各
自
の
山
へ
の

か
か
わ
り
と
想
い
を
語
り
合
う
と
と
も

に
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
が
貴
重
な
こ

と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
約
４
０
０

人
収
容
の
オ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル
を
ほ
ぼ
満

席
に
す
る
活
況
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ

の
模
様
は
９
月
13
日
の
毎
日
新
聞
近
畿

版
に
お
い
て
、
全
面
2
ペ
ー
ジ
の
見
開

き
特
集
記
事
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
。

ほぼ満席となったシンポジウム会場

N

S

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北



■11

五
百
澤
智
也
氏
の
「
飯
豊
本

山
北
北
東
面
・
大
岩
沢
」図

に
寄
せ
て 

小
疇
尚

わ
が
国
の
氷
河
地
形
研
究
に
大
き
な

足
跡
を
遺
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
日
本
の

山
々
の
「
科
学
画
」
で
知
ら
れ
た
五
百

澤
智
也
氏
が
亡
く
な
っ
た
。
氏
の
山
の

地
形
に
関
す
る
研
究
と
知
識
の
普
及
に

果
た
し
た
功
績
に
つ
い
て
は
、
最
大
の

労
作
で
あ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
と
日
高
山

脈
の
氷
河
分
布
図
を
世
に
出
す
の
に
尽

力
し
た
清
水
長
正
氏
が
、﹃
山
岳
﹄百
九

年
に
寄
せ
た
追
悼
文
に
尽
く
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
付
言
す
る
こ
と
は
な
い
の

だ
が
、文
に
付
さ
れ
た「
飯
豊
本
山
北
北

東
面
・
大
岩
沢
」図
は
、
ペ
ン
画
を
基
本

に
し
た
明
解
な「
山
の
科
学
画
」に
親
し

ん
だ
向
き
に
は
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
風
の
絵

が
何
を
表
し
て
い
る
の
か
と
戸
惑
わ
れ

た
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
、
筆
者
な

り
の
解
釈
を
述
べ
て
み
た
い
。

こ
の
鳥
瞰
図
の
中
央
部
に
は
大
岩
沢

上
流
部
の
谷
の
全
容
が
描
か
れ
て
お
り
、

氏
が
提
唱
し
た
古
い
氷
期
の
氷
河
地
形

と
頂
上
直
下
の
新
し
い
氷
河
地
形
の
特

徴
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め

の
う
ち
筆
者
は
１
９
７
２
年
に
描
か
れ

た
こ
の
絵
を
そ
の
目
で
見
て
い
た
。
し

か
し
、
絵
に
添
え
ら
れ
た
２
０
０
８
年

付
け
の
「
ふ
く
ら
ん
だ
な
め
ら
か
な
地

形
は
、
古
い
氷
河
期
に
山
頂
部
を
連
続

し
て
覆
っ
て
い
た
氷
河
で
削
ら
れ
た
も

の
、
氷
河
が
消
え
た
後
、
水
流
に
よ
る

開
析
作
用
で
細
か
く
刻
ま
れ
て
い
る
。」

と
い
う
説
明
文
で
、
主
眼
は
谷
で
は
な

く
山
稜
部
の
地
形
で
あ
る
こ
と
に
気
付

い
た
。
文
面
か
ら
、「
ふ
く
ら
ん
だ
な
め

ら
か
な
地
形
」
と
は
山
頂
部
の
緩
や
か

な
凸
型
斜
面
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
か
つ

て
山
頂
部
一
帯
を
覆
っ
た
氷
河
作
用
で

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
解

釈
を
表
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
こ
で
地
形
図
を
参
照
し
、G

oogle 
E

arth
の
俯
瞰
画
像
を
ス
ク
ロ
ー
ル
す

る
と
、こ
の
絵
は
飯
豊
本
山
北
北
東
１
・

８
㎞
の
大
岩
沢
上
空
、
高
度
約
２
２
０

０
ｍ
か
ら
、
南
南
西
に
向
か
っ
て
撮
ら

れ
た
画
角
約
１
２
０
度
の
広
角
写
真
を

基
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

地
形
図
を
見
る
と
「
ふ
く
ら
ん
だ
な
め

ら
か
」で「
細
か
く
き
ざ
ま
れ
た
」地
形

は
、
飯
豊
本
山
か
ら
西
へ
御
西
岳
に
至

る
な
だ
ら
か
な
尾
根
と
そ
の
北
斜
面
に

分
布
し
て
い
る
。
絵
で
は
飯
豊
本
山
か

ら
右
奥
の
遠
景
が
そ
れ
で
あ
る
。

G
oogle E

arth

の
俯
瞰
画
像
の
視
点

を
も
う
少
し
上
げ
れ
ば
そ
れ
が
よ
く
見

え
て
く
る
。
む
し
ろ
そ
れ
を
正
面
に
見

る
北
北
西
上
空
か
ら
の
俯
瞰
が
最
良
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の

視
点
か
ら
の
写
真
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
絵
を
描
い
た

こ
ろ
、
氏
は
す
で
に
空
中
写
真
判
読
で

飯
豊
山
地
の
氷
河
地
形
分
布
図
を
作
成

し
て
い
て
、上
記
の
一
帯
を「
開
析
さ
れ

た
氷
河
地
形
区
」
と
し
て
い
る
（﹃
山
と

氷
河
の
図
譜
﹄
２
０
０
７
年
に
再
録
）。

し
か
し
、
氷
河
作
用
の
痕
跡
を
探
る
現

地
調
査
で
は
、
密
な
ヤ
ブ
に
は
ば
ま
れ

て
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
記
し
て

い
る
。
そ
の
後
は
日
本
ア
ル
プ
ス
や
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
活
動
の
重
点
が
移
っ
て
、
飯

豊
山
に
戻
る
機
会
が
な
く
、
結
局
こ
の

絵
だ
け
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。　

　

ふ
く
ら
ん
だ
な
め
ら
か
な
地
形
は
白

馬
岳
の
北
方
に
も
広
く
分
布
し
て
お
り
、

そ
の
特
徴
か
ら
五
百
澤
氏
も
筆
者
も
氷

期
の
氷
河
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考

え
た
。
し
か
し
最
近
、
そ
れ
は
崩
壊
地

形
で
あ
っ
て
氷
河
地
形
で
は
な
い
と
す

る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
管
見
に
よ

れ
ば
、
類
似
の
地
形
は
国
内
の
多
雪
山

地
の
ほ
か
、
今
は
氷
河
の
な
い
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
中
起
伏
山
地
に
も
散
見
さ
れ
る

が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

現
在（
８
月
末
時
点
）の
飯
豊
山
地
の

G
oogle E

arth
画
像
は
残
雪
期
（
６
月

初
旬
？
）の
空
中
写
真
で
、「
開
析
さ
れ

た
氷
河
地
形
区
」
は
雪
に
覆
わ
れ
て
い

て
氷
河
地
形
が
か
え
っ
て
良
く
判
読
で

き
る
。
山
地
北
西
部
の
梅
花
皮
沢
上
流

の
石
転
ビ
沢
と
滝
沢
に
は
、
Ｕ
字
谷
の

下
流
に
頂
部
の
み
を
雪
面
か
ら
出
し
た

リ
ボ
ン
の
よ
う
な
細
長
い
モ
レ
ー
ン
も

認
め
ら
れ
る
。
飯
豊
山
地
が
氷
河
作
用

を
受
け
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
ふ
く
ら

ん
だ
な
め
ら
か
な
地
形
を
氷
蝕
地
形
と

断
定
で
き
る
証
拠
は
未
だ
得
ら
れ
て
い

な
い
。
五
百
澤
氏
が
最
後
に
こ
の
絵
を

若
い
研
究
者
や
学
生
の
集
う
寒
冷
地
形

談
話
会
の
メ
ン
バ
ー
に
送
っ
た
と
い
う

の
は
、
問
題
の
解
決
を
次
世
代
に
託
し

た
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
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集
会
委
員
会 

「
立
山
の
見
ど
こ
ろ
丸
ご
と
探

究
ツ
ア
ー
」に
参
加

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
メ
ル
マ
ガ
で
知
り
、
テ
ー

マ
に
興
味
を
惹
か
れ
参
加
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
企
画
で
し
た
の
で
、
今
後

と
も
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
集
会
委
員
会
の
恒
例
行

事
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

1
日
目
（
８
月
26
日
：
富
山
県
立
山

カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
見
学
）

「
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
」
学
芸
課

長
の
飯
田
肇
氏
の
実
証
的
な
デ
ー
タ
を

基
に
し
た
剱
岳
・
立
山
山
域
の
学
術
的
、

か
つ
熱
心
で
丁
寧
な
解
説
は
今
回
の
ツ

ア
ー
の
白
眉
で
、
全
く
目
が
覚
め
る
思

い
で
し
た
。特
に「
三
ノ
窓
雪
渓
」は
、チ

ン
ネ
登
攀
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
・
ル
ー

ト
な
の
で
、「
学
術
的
に
氷
河
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
」
と
の
報
道
に
思
わ
ず

快
哉
を
叫
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
映
像
を
拝

見
し
、
最
新
の
土
木
技
術
を
駆
使
し
た

砂
防
工
事
の
地
道
な
対
策
に
感
心
し
ま

し
た
。
富
山
市
在
住
経
験
者
と
し
て
無

知
を
恥
じ
る
ば
か
り
で
す
。
最
後
に
ピ

ン
ポ
ン
玉
に
よ
る
雪
崩
を
体
験
し
ま
し

た
。
雪
に
見
立
て
た
1
万
個
の
ピ
ン
ポ

ン
玉
が
雪
崩
れ
て
き
た
と
き
に
は
、
思

わ
ず
目
を
つ
ぶ
り
ま
し
た
。
貴
重
な
体

験
で
し
た
（
８
月
30
日
付
新
聞
報
道
に

よ
る
と
、
飯
田
課
長
ほ
か
は
、
鹿
島
槍

ヶ
岳
・
カ
ク
ネ
里
雪
渓
の
氷
河
調
査
を

行
な
う
と
の
こ
と
で
す
）。

2
日
目（
８
月
27
日
：
室
堂
か
ら
、
浄

土
沢
圏
谷
、
一
ノ
越
を
経
て
、
雄
山
往

復
）美

女
平
で
飯
田
課
長
ほ
か
3
名
の
博

物
館
関
係
者
と
合
流
後
、
室
堂
へ
向
か

い
ま
し
た
。
周
囲
の
氷
河
地
形
、
モ
レ

ー
ン
の
現
状
や
高
山
植
物
の
解
説
を
受

け
ま
し
た
。
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
生
育
地
に

縄
張
り
も
あ
り
、
増
え
れ
ば
い
い
と
い

う
わ
け
で
な
い
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

祓
堂
付
近
の
雪
渓
で
は
、
雪
の
標
本
を

採
取
し
、
氷
河
の
氷
と
の
違
い
の
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。
一
ノ
越
か
ら
雄
山
を

目
指
す
も
、
頂
上
付
近
で
は
、
御
前
沢

の
氷
河
は
ガ
ス
の
た
め
覗
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
雨
脚
が
強
く
な
る

中
、
ひ
た
す
ら
帰
路
を
急
ぎ
ま
し
た
。

3
日
目
（
８
月
28
日
：
博
物
館
へ
集

合
、
ト
ロ
ッ
コ
で
立
山
カ
ル
デ
ラ
中
心

部
へ
）

佐
伯
克
美
解
説
員
に
よ
る
体
験
学
習

の
ポ
イ
ン
ト
解
説
後
、
全
員
、
黄
色
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
け
砂
防
工
事
事
務
所

裏
か
ら
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
車
し
、
眼
下
に

砂
防
工
事
の
進
行
を
見
な
が
ら
、
合
計

四
十
数
段
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
体
験

し
ま
し
た
。
カ
ル
デ
ラ
中
心
部
の
水
谷

出
張
所
前
で
下
車
、
白
岩
堰
堤
砂
防
施

設（
重
要
文
化
財
）や
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

岩
盤
補
強
工
事
状
況
な
ど
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。「
天
涯
の
湯
」で
足
湯
を
楽

し
ん
だ
あ
と
の
集
合
写
真
は
、
終
生
の

思
い
出
に
な
る
で
し
ょ
う
。
立
山
温
泉

跡
で
は
、﹃
点
の
記
﹄の
柴
崎
測
量
隊
一

行
も
汗
を
流
し
た
で
あ
ろ
う
と
感
慨
に

ふ
け
り
ま
し
た
。
泥
鰌
池
や
跡
津
川
断

層
露
頭（
天
然
記
念
物
）な
ど
、
見
ど
こ

ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

高
名
な
登
山
家
で
も
あ
る
佐
伯
解
説

員
か
ら
、
車
中
の
徒
然
に
、
立
山
カ
ル

デ
ラ
を
下
山
し
た
経
験
や
、
ク
マ
と
の

遭
遇
、
山
の
事
故
の
注
意
等
々
、
い
ろ

い
ろ
と
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生

粋
の
富
山
弁
も
説
得
力
が
あ
り
、
皆
は

シ
ー
ン
と
聞
き
惚
れ
て
い
ま
し
た
。
有

峰
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
記
念
館
前
で
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
と
り
、
体
験
学
習
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
提
出
し
、
全
員
無
事
に
博
物

館
へ
戻
り
、
体
験
学
習
ツ
ア
ー
は
終
了

し
ま
し
た
。 

（
井
上
隆
彦
）

図
書
委
員
会 

第
43
回
山
岳
図
書
を
語
る
夕
べ

最
近
、
と
み
に
登
山
愛
好
家
を
驚
か

せ
た
の
が
山
岳
誌﹃
岳
人
﹄の
編
集
発
行

が
東
京
新
聞
か
ら
登
山
用
品
メ
ー
カ
ー

「
モ
ン
ベ
ル
」に
代
わ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。

「天涯の湯」で記念撮影
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ー
ス
だ
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
関
心
の
高
さ
を

示
す
よ
う
に
、
９
月
19
日
の
日
本
山
岳

会
１
０
４
号
室
に
は
開
演
の
１
時
間
以

上
前
か
ら
人
が
集
ま
り
始
め
て
い
た
。

今
回
の
山
岳
図
書
を
語
る
夕
べ
の
テ
ー

マ
は「
新
生﹃
岳
人
﹄が
め
ざ
す
も
の
」。

語
る
の
は
辰
野
勇
氏
。
言
わ
ず
と
知
れ

た
モ
ン
ベ
ル
の
創
業
者
だ
。

図
書
委
員
長
の
三
好
ま
き
子
さ
ん
に

よ
る
紹
介
が
終
わ
る
と
、
辰
野
氏
は

「﹃
岳
人
﹄の
編
集
長
、む
し
ろ
モ
ン
ベ
ル

の
創
業
者
で
す
」と
口
を
開
き
、続
い
て

「
自
分
も
１
９
６
０
年
代
に
は
日
本
山

岳
会
会
員
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

と
会
場
の
雰
囲
気
を
和
ら
げ
た
。

「
一
冊
の
本
に
よ
っ
て
人
生
が
決
ま

る
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。辰
野
氏
に
と

っ
て
は
16
歳
で
出
会
っ
た
ハ
イ
ン
リ

ヒ
・
ハ
ラ
ー
の﹃
白
い
蜘
蛛
﹄が
そ
れ
で

あ
る
と
い
う
。
21
歳
の
と
き
に
当
時
の

最
年
少
で
ア
イ
ガ
ー
北
壁
を
登
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
山
を
生
業

に
し
、
28
歳
で
商
売
を
始
め
た
の
も
こ

の
本
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
後
は
敢
え
て
危
険
で
困
難
な
と

こ
ろ
に
身
を
置
き
、
次
々
と
先
駆
的
な

業
績
を
創
造
し
て
い
く
が
、
そ
の
節
目

節
目
で
行
な
っ
て
き
た
の
が「
決
断
」で

あ
る
。
そ
れ
は
日
常
的
な
経
営
判
断
の

類
い
で
は
な
く
、
生
死
を
分
け
る
よ
う

な
ぎ
り
ぎ
り
の
決
断
だ
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
に
辰
野
氏
は
７
つ
の
決
断

を
行
な
っ
て
き
た
。
創
業
、
海
外
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
挑
戦
、
有
力
メ
ー
カ
ー
と

の
決
別
、
直
営
店
に
よ
る
販
売
、
な
ど

な
ど
。そ
し
て
今
回
が「﹃
岳
人
﹄を
引
き

受
け
る
」
と
い
う
８
つ
目
の
決
断
で
あ

る
。「
話
が
来
た
と
き
、こ
れ
は
困
っ
た

な
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ

て
も
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
雑
誌
。
す

ぐ
に
決
断
し
て
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
話

が
進
ん
だ
」
と
辰
野
氏
は
こ
と
も
な
げ

に
語
る
。
た
だ
、
天
下
の
中
日
新
聞
で

も
成
功
で
き
な
か
っ
た﹃
岳
人
﹄。
雑
誌

業
界
は
流
通
大
手
が
絶
対
的
な
力
を
持

っ
て
流
通
を
差
配
し
、
利
益
が
出
な
い
。

モ
ン
ベ
ル
だ
か
ら
ほ
か
の
メ
ー
カ
ー
が

宣
伝
を
載
せ
る
わ
け
も
な
く
、
広
告
で

利
益
を
出
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

そ
こ
で
戦
略
の
軸
を
確
実
な
読
者
を

つ
か
む
こ
と
に
置
い
た
。
定
期
購
読
で

あ
る
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ウ
ト
ド

ア
雑
誌
は
す
べ
て
定
期
購
読
だ
。

現
状
で
は
、
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
の
会

員
を
中
心
に
す
で
に
３
０
０
０
人
か
ら

定
期
購
読
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
れ
を
さ
ら
に
１
万
人
に
し
て
い

き
た
い
、
と
辰
野
氏
は
語
る
。

話
は
雑
誌
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
移
る
。

目
標
と
す
る
の
は
山
の
文
藝
春
秋
、
山

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
。

文
学
的
か
つ
科
学
的
な
要
素
を
重
要
視

し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
ま
で
の﹃
岳
人
﹄

に
は
な
か
っ
た
要
素
で
あ
る
。

そ
し
て﹃
岳
人
﹄の
デ
ザ
イ
ン
。
新
し

い﹃
岳
人
﹄は
大
き
さ
や
体
裁
に
大
胆
な

変
更
が
加
え
ら
れ
、
シ
ン
プ
ル
で
読
み

や
す
く
、
電
車
の
中
で
パ
ラ
パ
ラ
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
雑
誌
に
し
た

と
い
う
。さ
ら
に
価
格
。
こ
れ
ま
で
の

﹃
岳
人
﹄に
比
べ
て
30
％
近
く
安
く
な
っ

て
い
る
。「
コ
ス
ト
を
考
え
ず
に
価
格

を
付
け
た
」と
い
う
大
胆
な
考
え
方
だ
。

い
か
に
も
冒
険
家
・
辰
野
氏
ら
し
い
。

「
ガ
ン
ガ
ン
登
れ
る
時
の
山
登
り
か
ら

登
れ
な
く
な
っ
た
山
登
り
ま
で
対
象
は

幅
広
く
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
本

に
し
た
い
。
山
に
関
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
す
べ
て
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
よ
う

な
も
の
を
作
り
た
い
」。辰
野
氏
が
語
る

コ
ン
セ
プ
ト
に
は
山
を
登
る
人
た
ち
へ

の
優
し
さ
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

「
自
分
は
人
格
を
懸
け
て
こ
れ
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
い
う
締
め
の
言

葉
。
思
わ
ず
応
援
し
た
く
な
る
の
は
私

だ
け
だ
ろ
う
か
。

語
り
終
わ
っ
た
あ
と
も
聞
き
に
来
た

人
た
ち
の
関
心
の
深
さ
を
示
す
よ
う
に
、

質
問
が
矢
継
ぎ
早
に
飛
ぶ
。
そ
ん
な
熱

気
を
和
ら
げ
る
か
の
よ
う
に
、
最
後
に

辰
野
氏
は
山
岳
映
画﹃
春
を
背
負
っ
て
﹄

の
バ
ッ
ク
に
も
流
れ
て
い
る
と
い
う
笛

の
腕
前
を
披
露
し
た
。 

（
近
藤
雅
幸
）

茨
城
支
部

特
別
山
行　

安
達
太
良
山
・
吾

妻
小
富
士
（
茨
城
県
自
閉
症
協

会
協
力
登
山
）

茨
城
県
自
閉
症
協
会
と
茨
城
支
部
と

の
協
力
登
山
は
、
①
磐
梯
山
、
②
上
高

地
か
ら
岳
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
、③
三
国
山
、④

奥
白
根
山
、
⑤
平
標
山
と
続
き
、
今
回

が
６
回
目
の
登
山
に
な
り
ま
す
。
参
加

者
は
自
閉
症
協
会
か
ら
25
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
3
人
、
支
部
か
ら
は
齊
藤
リ
ー

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。
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ダ
ー
、
奥
井
副
支
部
長
、
星
埜
顧
問
を

含
め
５
人
。
本
部
か
ら
昨
年
に
続
き
こ

の
協
力
登
山
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
さ
れ

た
贄
田
さ
ん
の
参
加
を
加
え
、
総
勢
34

人
の
大
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
総
勢
33
人
で
し
た
が
自
閉
症
協
会

か
ら
の
参
加
者
は
20
人
で
、
今
年
は
５

人
増
え
て
い
ま
す
。

８
月
2
日　

い
つ
も
の
よ
う
に
土
浦

駅
に
集
合
、
８
時
に
バ
ス
で
出
発
。
途

中
水
戸
、
常
陸
太
田
で
参
加
者
を
乗
せ

て
一
路
吾
妻
小
富
士
の
浄
土
平
へ
。
13

時
に
到
着
後
、
昼
食
を
済
ま
せ
て
記
念

撮
影
。
14
時
、
明
日
の
足
馴
ら
し
を
兼

ね
て
登
山
開
始
し
、
30
分
で
吾
妻
小
富

士
の
山
頂
へ
。
今
回
初
参
加
者
、
昨
年

か
ら
参
加
の
2
組
の
親
子
も
全
員
順
調

に
登
っ
て
い
て
、
安
心
し
な
が
ら
お
鉢

を
一
周
し
て
15
時
下
山
。
そ
の
後
バ
ス

で
宿
泊
先
の
岳
温
泉
へ
。
帰
路
の
途
中

で
に
わ
か
雨
が
あ
っ
た
が
天
候
は
晴
。

８
月
3
日　

快
晴
。
朝
食
後
バ
ス
に

乗
車
、
奥
岳
の
駐
車
場
で
下
車
。
ゴ
ン

ド
ラ
に
乗
っ
て
山
頂
駅
へ
。
齊
藤
リ
ー

ダ
ー
の
指
導
で
準
備
運
動
、
登
山
開
始

９
時
。
先
行
組
と
や
や
遅
れ
の
組
に
分

か
れ
て
登
る
こ
と
に
な
っ
た
が
遅
れ
の

組
も
11
時
に
は
安
達
太
良
山
山
頂
直
下

の
標
識
に
到
着
。
三
角
点
の
あ
る
山
頂

を
踏
ん
で
11
時
半
に
下
山
開
始
。　
　

下
り
も
遅
れ
が
出
て
、
く
ろ
が
ね
小

屋
着
13
時
半
。
昼
食
休
憩
の
後
、
先
行

組
は
下
山
開
始
。
遅
れ
組
は
小
屋
発
14

時
。
こ
こ
か
ら
の
林
道
は
順
調
に
進
み

バ
ス
の
待
つ
駐
車
場
着
16
時
。

当
初
計
画
よ
り
や
や
遅
れ
た
が
、
全

員
が
同
じ
コ
ー
ス
を
歩
い
た
。
安
達
太

良
山
か
ら
登
り
と
同
じ
コ
ー
ス
を
下
り

ゴ
ン
ド
ラ
利
用
の
選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、

参
加
者
の
希
望
と
が
ん
ば
り
で
全
員
が

行
動
を
と
も
に
で
き
た
。
快
晴
で
気
温

が
高
く
相
当
体
力
を
消
耗
し
た
が
、
事

故
も
け
が
も
な
く
全
員
が
無
事
に
下
山

で
き
て
良
か
っ
た
。
岳
温
泉
の
銭
湯
で

汗
を
流
し
、バ
ス
は
17
時
半
に
出
発
。バ

ス
の
中
で
の
反
省
会
で
は
、
い
つ
も
家

族
の
方
た
ち
か
ら
胸
に
迫
る
言
葉
を
聞

か
さ
れ
て
涙
腺
が
緩
く
な
る
。
今
後
も

こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、

支
部
と
し
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
る
。 

（
山
田
明
）

浄土平での記念撮影

富
山
県
山
岳
連
盟
編

『
富
山
の
百
山
』

2014年8月
北日本新聞社
A5判　260㌻
定価　2500円+税

さ
て
、
次
の
山
は
何
県
の
山
で
し
ょ

う
か
。

剱
岳
・
立
山
・
薬
師
岳
・
白
馬
岳
・

鹿
島
槍
ヶ
岳
・
野
口
五
郎
岳
・
鷲
羽
岳
・

三
俣
蓮
華
岳
・
黒
部
五
郎
岳
・
笈
ヶ
岳
。

実
は
す
べ
て
富
山
県
の
山
で
あ
る
。

「
白
馬
か
ら
鷲
羽
ま
で
は
長
野
県
の
山

だ
と
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
だ
が
、
県
境
の
山
で
あ
る
。

黒
部
五
郎
は
岐
阜
県
と
の
県
境
、
そ
し

て
三
俣
蓮
華
は
名
前
の
と
お
り
富
山
・

長
野
・
岐
阜
の
3
県
、
深
田
久
弥
の
憧

れ
の
笈
ヶ
岳
は
富
山
・
石
川
・
岐
阜
の

県
境
の
山
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
超
有
名
ど
こ
ろ
に
加
え
て
、

毛
勝
山
、
黒
部
別
山
、
赤
牛
岳
な
ど
の

玄
人
好
み
の
い
ぶ
し
銀
と
も
い
え
る

山
々
、
さ
ら
に
は
、
日
本
海
に
延
び
る

栂
海
新
道
や
、
県
東
側
の
岩
と
雪
の
山

と
は
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
違
う
湿
原
や

ブ
ナ
が
美
し
い
南
西
部
の
山
々
、
そ
し

て
富
山
湾
越
し
に
立
山
連
峰
が
望
め
る

能
登
半
島
の
付
け
根
の
山
ま
で
、
そ
の

名
前
の
と
お
り「
山
に
富
む
」県
の
百
の

山
々
を
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ

る
。富

山
県
山
岳
連
盟
が
創
立
65
周
年
を

迎
え
て
１
０
０
山
を
選
定
し
、
北
日
本

新
聞
社
が
創
刊
１
３
０
周
年
記
念
と
し

て
発
行
。
取
材
に
は
同
行
者
も
含
め
て
、

県
内
の
30
山
岳
団
体
か
ら
延
べ
６
５
０

名
が
当
た
っ
た
と
い
う
。

万
葉
の
時
代
に
、
越
中
の
国
守
と
し

て
赴
任
し
た
大
伴
家
持
は
立
山
を
詠
い
、

戦
国
時
代
に
は
佐
々
成
政
が
、
冬
の
ザ

ラ
峠
を
越
え
て
三
河
の
家
康
を
頼
っ
た
。

図
書
紹
介
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五
箇
山
に
は
平
家
の
落
人
伝
説
も
残
る
。

本
書
は
山
と
人
と
の
関
わ
り
や
そ
の
歴

史
に
ま
で
筆
が
及
び
、
古
か
ら
常
に
生

活
の
傍
ら
に
山
を
望
ん
で
き
た
富
山
の

人
た
ち
の
、
山
に
向
け
る
愛
情
と
誇
り

が
感
じ
ら
れ
る
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い

う
に
は
も
っ
た
い
な
い
中
身
の
濃
い
本

に
な
っ
た
。

表
紙
を
飾
っ
て
い
る
剱
岳
を
は
じ
め

と
す
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
山
に
目
が
い

き
が
ち
だ
が
、
実
は
そ
の
陰
に
隠
れ
た

「
二
番
手
」「
三
番
手
」
の
山
々
こ
そ
が

こ
の
本
の
い
ち
ば
ん
押
し
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
る
。「
ほ
か
の
県
な
ら

ベ
ス
ト
10
に
入
っ
た
の
に
」と
、思
わ
ず

口
を
つ
い
て
し
ま
う
魅
力
的
な
山
が

次
々
に
登
場
す
る
。

北
陸
新
幹
線
が
い
よ
い
よ
来
春
3
月

に
開
通
す
る
。
東
京
か
ら
富
山
ま
で
は

2
時
間
。
弥
陀
ヶ
原
・
大
日
平
の
湿
原

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
、
立

山
と
剱
岳
に
日
本
で
初
め
て
の
氷
河
も

確
認
さ
れ
た
。
来
年
は
ぜ
ひ
富
山
の
山

を
登
っ
て
み
よ
う
。
そ
の
前
に
、
冬
の

間
に
こ
の
本
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
登
る

順
番
を
考
え
て
お
こ
う
か
。

�

（
三
好
ま
き
子
）

斎
藤
清
明
編

『
今
西
錦
司
伝
─「
す
み
わ
け
」か

ら
自
然
学
へ
─
』

2014年6月
ミネルヴァ書房刊
A5判　396㌻
定価　4500円+税

―
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
生
き
た
岳
人
の
生
涯
と
思

索
―本

書
に
よ
れ
ば
、
今
西
錦
司
先
生
は

明
治
35（
１
９
０
２
）年
京
都
に
生
ま
れ
、

日
本
山
岳
会
第
十
二
代
会
長
を
４
年
間

に
わ
た
り
全
う
さ
れ
た
高
名
な
登
山
家

で
あ
る
。
日
本
登
山
界
の
先
覚
者
だ
が
、

先
生
は
京
都
大
学
か
ら
岡
山
大
学
の
教

授
を
歴
任
さ
れ
、
さ
ら
に
岐
阜
大
学
の

学
長
を
務
め
ら
れ
た
。
数
々
の
学
問
的

業
績
を
挙
げ
ら
れ
た
今
西
錦
司
氏
は

「
先
生
」と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
方
で
あ

ろ
う
。

先
生
は
、
中
学
生
時
代
に
山
登
り
に

目
覚
め
、
黎
明
期
の
わ
が
国
の
登
山
界

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。
本
書
に
も
詳

し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
剱
岳
の
源
次

郎
尾
根
や
チ
ン
ネ
の
初
登
攀
を
な
し
、

源
次
郎
尾
根
の
命
名
に
も
関
係
し
た
。

し
か
し
、
先
生
の
行
動
範
囲
は
登
山
の

み
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
探
検
活
動
、

さ
ら
に
生
態
学
、
遺
伝
学
、
霊
長
類
学

な
ど
の
学
術
研
究
に
お
い
て
数
々
の
業

績
を
あ
げ
ら
れ
た
偉
大
な
る
学
者
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
京
都
大
学
登
山
・
探
検

グ
ル
ー
プ
を
先
導
し
た
、
優
れ
た
リ
ー

ダ
ー
で
も
あ
っ
た
。

著
者
は
、
今
西
先
生
に
あ
こ
が
れ
先

生
の
出
身
学
部
に
入
学
し
、
そ
の
後
も

山
行
な
ど
に
同
行
す
る
機
会
の
多
か
っ

た
岳
人
だ
が
、
先
生
の
著
作
、
フ
ィ
ー

ド
ノ
ー
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
数
多
の
文

献
、
多
く
の
メ
モ
、
あ
る
い
は
そ
の
他

報
告
書
を
克
明
に
追
跡
し
、
時
に
は
先

生
が
活
躍
し
た
現
場
を
訪
ね
、
先
生
の

生
涯
を
伝
え
る
一
書
を
書
き
上
げ
た
。

そ
の
克
明
な
描
写
は
、
読
者
に
先
生
の

行
動
を
具
体
的
に
伝
え
て
く
れ
る
。
確

か
に
本
書
は
、
先
生
の
全
貌
に
迫
る
労

作
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
常
に
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
多
く
の
新
し
い
分

野
に
次
々
と
挑
戦
さ
れ
た
先
生
の
思
索

過
程
を
語
り
尽
く
す
の
は
、
簡
単
で
は

な
い
だ
ろ
う
。今
西
先
生
の
唱
え
る「
す

み
わ
け
」
論
は
広
く
一
般
に
歓
迎
さ
れ

た
が
、
今
西
進
化
論
は
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
展
開
し
、
自
然
学
と
な
る
。
こ
の
自

然
学
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
巻
頭
の
一

章
に
、「
自
然
学
の
提
唱
」を
設
け
、
先

生
が
求
め
て
い
た
世
界
が
な
ん
で
あ
っ

た
か
を
細
か
く
、
詳
し
く
説
明
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

今
西
先
生
は
同
時
代
に
は
競
い
合
う

パ
ー
ト
ナ
ー
、
次
世
代
に
は
厳
し
い
指

導
者
、
そ
の
次
の
世
代
に
は
パ
イ
オ
ニ

ア
ワ
ー
ク
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
。

本
書
を
通
し
て
、
明
治
の
日
本
が
生
ん

だ
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
生
き
た
岳
人
の
生
涯
と
思

索
を
ぜ
ひ
知
っ
て
欲
し
い
。
ご
一
読
を

お
薦
め
し
た
い
。 

（
沖
津
文
雄
）

Jan K
ielkow

ski

編

『A
nnapurna H

IM
A

L

』

2014年
STAPIS Publishers

（ポーランド）刊
A5変型判　272㌻
定価　（記載なし）

著
者
は
２
０
０
３
年
発
行
﹃
山
岳
・

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
大
百
科
事
典
﹄（
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
で
７
冊
か
ら
な
る
）
＊
の
共

著
者
の
一
人
、
山
岳
研
究
家
キ
エ
ウ
コ

ウ
ス
キ
で
、
90
年
代
中
ご
ろ
か
ら
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
巨
峰
情
報
を
順
次
纏
め
て
い
る
。

英
文
に
翻
訳
さ
れ
た
最
新
版
２
０
１
４

年
発
行
の﹃A

nnapurna

﹄を
紹
介
す
る
。

内
表
紙
に
は
山
岳
研
究
論
文
、
ガ
イ

ド
、登
攀
年
代
記
の
3
項
目
を
挙
げ
、山

群
概
説
、
地
図
、
登
攀
史
と
そ
の
詳
し
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合
も
し
や
す
い
。
写
真
で
は
太
陽
光
線

の
関
係
で
山
の
重
な
り
な
ど
不
鮮
明
な

部
分
が
生
じ
る
が
、
ス
ケ
ッ
チ
で
は
陰

影
が
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
お
り
、
誤

解
は
生
じ
な
い
。
ス
ケ
ッ
チ
に
漢
字
入

り
の
も
の
も
あ
り
、
筆
者
が
多
大
な
努

力
を
し
て
各
国
か
ら
情
報
を
入
手
し
た

苦
労
が
窺
え
る
。
ま
た
、主
峰
や
Ⅱ
、Ⅲ
、

Ⅳ
峰
、
南
峰
に
つ
い
て
や
や
詳
し
い
登

攀
記
録
も
あ
る
。

巻
末
に
山
・
土
地
・
河
川
・
谷
・
氷

河
名
。
人
名
。
地
図
名
。
ス
ケ
ッ
チ
名

の
索
引
も
あ
り
、
便
利
だ
。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
登
攀
や

ト
レ
キ
ン
グ
で
こ
の
山
群
を
訪
れ
る
と

き
、
部
分
的
な
コ
ピ
ー
を
持
参
す
る
だ

け
で
山
の
観
察
を
よ
り
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
こ
と
を
間
違
い
な
し
。
お
奨
め
で

す
。　

�

（
南
井
英
弘
）

な
お
、
当
著
の
英
文
シ
リ
ー
ズ
：

S
hisha P

angm
a

（2013

）,E
astern 

B
altoro M

ustagh

（2005

）,M
akalu 

H
im

al

（2001

）, M
ount E

verest 
M

assif

（2000

）, K
angchenjunga 

H
im

al and K
um

bhakarna H
im

al

（1999

）, C
ho O

yu H
im

al and K
yajo 

R
i H

im
al

（1995

）は
図
書
室
に
配
架

さ
れ
て
い
る
。

＊﹃
山
岳
﹄
２
０
１
１
年
、
田
村
俊
介
氏

に
よ
る
図
書
紹
介
参
照
。

図書受入報告（2014年9月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別

畦地梅太郎 畦地梅太郎版画集「山男」 94p／19cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈

甲斐崎圭 第十四世マタギ：松橋時幸一代記 （ヤマケイ文庫） 318p／15cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈

正津　勉 山に遊ぶ 山を想う 281p／19cm 茗溪堂 2014 出版社寄贈

深田久弥 他 愉しき山談義  ：深田久弥対話集 286p／20cm 幻戯書房 2014 出版社寄贈

多田俊明 （編） 慶應義塾大学 
アルペンフェライン山岳会創立55年記念誌 304p／26cm 慶大ｱﾙﾍﾟﾝﾌｪﾗｲﾝ

山岳会 2014 発行者寄贈

Rajesh Gadgil（ed.）The Himalayan Journal  Vol.69 （2013-2014） 345p／22cm The Himalayan Club 2014 発行者寄贈

い
登
攀
ル
ー
ト（
写
真
と
ス
ケ
ッ
チ
）を

網
羅
す
る
労
作
で
あ
る
。

西
は
ニ
ル
ギ
リ
、
北
は
ジ
ョ
ム
ソ
ン
、

東
は
ラ
ム
ジ
ュ
ン
、
南
は
ポ
カ
ラ
ま
で

の
広
大
な
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
の
概
念

図
を
冒
頭
に
掲
げ
、
読
者
に
全
体
の
理

解
を
助
け
る
。
次
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山

群
の
南
か
ら
巨
峰
群
の
ス
ケ
ッ
チ
、
そ

し
て
北
西
部
か
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
が
続
く
。

こ
の
3
点
だ
け
で
、
魅
力
的
な
ピ
ー
ク

が
林
立
す
る
山
群
の
山
座
同
定
を
非
常

に
た
や
す
く
し
て
く
れ
る
。

登
頂
・
登
攀
年
代
記
で
は
、
１
８
７

３
年
か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
１
４
０
年

間
の
記
録
が
1
件
1
行
な
が
ら
５
８
０

件
ほ
ど
並
ぶ
。
1
番
手
は
１
８
７
３
年

英
国
隊
、
2
番
は
１
８
９
９
年
カ
リ
ガ

ン
ダ
キ
を
遡
っ
た
日
本
人
・
河
口
慧
海

と
あ
り
、
3
番
は
１
９
５
０
年
初
登
頂

し
た
フ
ラ
ン
ス
隊
、
４
番
に
英
国
テ
ィ

ル
マ
ン
隊
、
５
番
は
日
本
山
岳
会
マ
ナ

ス
ル
隊
が
試
登
し
た
記
録
が
続
き
、
日

本
隊
の
活
動
が
続
々
と
記
さ
れ
て
お
り
、

興
味
深
い
。

そ
の
あ
と
は
、
西
か
ら
東
に
か
け
て

顕
著
な
ピ
ー
ク
の
概
念
地
図
と
概
念
ス

ケ
ッ
チ
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
登
頂
や

登
攀
の
詳
細
な
ス
ケ
ッ
チ
が
続
く
。
そ

の
ス
ケ
ッ
チ
の
上
に
番
号
付
き
の
点
線

で
ル
ー
ト
が
描
か
れ
、
年
代
記
と
の
照

平成26年度（後期）
「海外登山基金助成登山計画」募集

海外登山基金審査委員会

公益社団法人日本山岳会では登山界の活性化
を目指し、優れた海外登山計画に対して「海外登
山基金」による助成を行なっています。

32回目となる今回も、困難を求めての挑戦、発
想の新しさ、夢多い計画など、ユニークな登山計
画を支援したいと考えています。会員資格やパー
ティ編成などの条件は問いません。奮ってご応募
ください。

記
◦対象　平成27年2月〜平成27年７月末に海外の

山へ出発する登山隊
◦申込方法　所定の様式（事務局にご請求くださ

い）に記入し、登山計画書（15通）を添えて申請
してください。

◦申込締切　平成26年12月31日
◦審査と助成期間　平成27年2月中に審査し、理

事会で決定、助成。なお、助成対象となった
登山隊は後日、報告書の提出を必ずお願いし
ます。JAC会報「山」に掲載します。

◦問合せ・申込み先　
　日本山岳会事務局　☎03　32６1　４４33
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て
本
会
の
会
計
処
理
と
支
出
承
認
権
限

及
び
各
事
業
を
担
当
す
る
理
事
、
財
務

担
当
理
事
、
会
計
担
当
者
な
ど
の
権
限

を
明
確
に
定
め
る
た
め
の
経
理
規
程
の

改
正
に
つ
い
て
、
別
添
資
料
に
基
づ
き

審
議
し
た
。〈
賛
成
14
、反
対
な
し
で
承

認
〉

５
・
寄
付
の
顕
彰
の
方
針
及
び「
Ｃ-

23

寄
付
受
入
及
び
管
理
規
程
」
改
正
に
つ

い
て寄

付
者
の
氏
名
の
公
表
や
寄
付
者
の

顕
彰
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
明
確
な
方

針
や
規
程
な
ど
は
な
か
っ
た
。
公
益
社

団
法
人
と
な
り
、
寄
付
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
寄
付
受
入
及

び
管
理
規
程
」
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
別
添
資
料
に
基
づ
き
審
議
し
た
。

〈
賛
成
14
、
反
対
な
し
で
承
認
〉

６
・
会
員
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ｇ

の
事
業
計
画
書
、
予
算
書
案
に
つ
い
て

新
た
に
７
月
９
日
発
足
し
た
「
会
員

デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ｇ
」か
ら
の
、

本
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
予
算
書
に

つ
き
、
別
添
資
料
に
基
づ
き
審
議
し
た
。

〈
賛
成
14
、
反
対
な
し
で
承
認
〉

７
・
入
会
希
望
者
に
つ
い
て

別
添
資
料
に
よ
り
、
19
人
の
入
会
希

望
者
に
つ
い
て
審
議
し
た
。〈
賛
成
14
、

反
対
な
し
で
承
認
〉 

【
報
告
事
項
】 

１
・
次
期
人
事
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、

現
行
の
定
款
・
定
款
細
則
に
沿
っ
て
行

な
う
こ
と
、
ま
た
、
会
員
の
声
を
よ
り

反
映
で
き
る
よ
う
書
面
に
よ
る
議
決
権

行
使
書
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
、
別
添

に
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。（
森
）

２
・
寄
付
金
・
助
成
金
受
入
事
前
申
請

2
件
及
び
受
入
１
０
４
件
に
つ
い
て
別

添
に
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。（
吉
川
）

３
・
１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
か
ら
、
現
在
ま
で
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
予
定
な
ど

に
つ
い
て
別
添
に
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（
古
野
、
佐
藤
）

４
・
平
成
12
年
か
ら
平
成
25
年
の
会
員

動
向
を
基
に
、
別
添
に
よ
り
、
会
員
の

高
齢
化
、
会
員
数
の
減
少
に
よ
る
収
支

悪
化
が
指
摘
さ
れ
た
。
本
会
の
収
支
健

全
化
の
た
め
に
は
、
よ
り
一
層
の
ド
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
戦
略
が
必
要
で
あ
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

５
・
遭
難
対
策
と
し
て
、
登
山
計
画
書

の
提
出
及
び
事
故
連
絡
に
つ
い
て
、
別

添
資
料
に
よ
り
説
明
が
あ
り
、
本
年
下

期
よ
り
導
入
す
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
川
瀬
）

６
・
平
成
26
年
度
名
誉
会
員
候
補
者
に

つ
い
て
、
９
月
末
ま
で
に
理
事
及
び
評

議
員
か
ら
推
薦
を
受
け
る
と
の
報
告
が

会

務

報

告

平
成
26
年
度
第
５
回（
９
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

平
成
26
年
９
月
10
日
㈬
19
時
～

21
時
05
分

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室

【
出
席
者
︼
森
会
長
、
節
田
・
古
野
各
副

会
長
、
高
原
・
吉
川
・
佐
藤
各

常
務
理
事
、
勝
山
・
山
田
・
野

口
・
大
槻
・
落
合
・
川
瀬
・
山

賀
・
直
江
各
理
事
、
吉
永
監
事

【
欠
席
者
︼
黒
川
副
会
長
・
浜
崎
監
事

【
審
議
事
項
】

１
・
支
部
事
業
補
助
申
請（
山
陰
支
部
）

に
つ
い
て

山
陰
支
部
か
ら
国
民
の
祝
日
制
定
記

念
第
1
回「
山
の
日
」を
語
る
米
子
集
会

を
企
画
し
、
こ
れ
に
合
わ
せ
親
子
登
山
、

日
本
山
岳
会
入
会
案
内
な
ど
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
支
部
活
性

化
及
び
新
入
会
員
増
強
の
起
爆
剤
と
す

る
た
め
の
支
部
事
業
補
助
申
請
が
あ
り
、

別
添
資
料
に
基
づ
き
審
議
し
、
５
万
円

を
補
助
す
る
こ
と
と
し
た
。〈
賛
成
14
、

反
対
な
し
で
承
認
〉

２
・
成
川
隆
顕
会
員
へ
の
会
長
特
別
表

彰
授
与
に
つ
い
て

「
山
の
日
」
制
定
の
活
動
に
6
年
前
の

提
案
当
初
か
ら
中
核
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
躍
し
、
制
定
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
成

川
隆
顕
会
員
の
功
績
に
対
し
、
会
長
特

別
表
彰
を
授
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審

議
し
た
。〈
賛
成
14
、
反
対
な
し
で
承

認
〉 

３
・
日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山
の
今

後
に
つ
い
て

　

標
記
登
山
は
、
２
０
１
５
年
度
の
第

９
回
開
催（
開
催
国
は
中
国
）で
最
終
回

と
な
る
予
定
で
あ
る
が
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
学
生
部
か
ら
日
本
山
岳
会
の

１
１
０
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

三
国
の
合
意
の
下
、
２
０
１
６
年
度
に

日
本
で
開
催
し
た
い
と
の
答
申
が
あ
り
、

別
添
資
料
に
よ
り
審
議
し
た
。〈
賛
成

14
、
反
対
な
し
で
承
認
〉

４
・「
Ｃ-

８
経
理
規
程
」
改
正
に
つ
い
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あ
っ
た
。（
高
原
）

７
・
第
16
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
は
、

8
月
末
ま
で
に
４
件
の
推
薦
が
あ
っ
た
。

（
高
原
）

８
・
電
子
国
土
賞
２
０
１
４
に
つ
い
て
、

本
会
を
推
薦
団
体
と
す
る
応
募
が
1
件

あ
り
、
応
募
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

の
で
、
国
土
地
理
院
に
推
薦
す
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

９
・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
に
関
す

る
申
し
入
れ
書
を
、
静
岡
支
部
な
ど
山

岳
４
団
体
が
連
名
で
静
岡
県
知
事
に
提

出
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
森
）

10
・
第
8
回
日
中
韓
学
生
交
流
登
山
が

８
月
６
日
～
12
日
に
か
け
て
韓
国
で
開

催
さ
れ
、日
本
か
ら
14
名
が
参
加
し
、交

流
を
図
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
落
合
）

11
・
新
版
﹃
日
本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ

ド
﹄
の
印
税
を
執
筆
し
た
支
部
に
支
払

う
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
節

田
）

12
・
関
西
支
部
よ
り
、
支
部
報
へ
の﹃
山

岳
﹄（
第
１
０
９
年
）追
悼
の
転
載
許
可

願
い
が
あ
り
許
可
し
た
。（
節
田
）

13
・
明
治
大
学
博
物
館
よ
り
企
画
展
の

た
め
の
資
料
2
点
の
貸
し
出
し
願
い
が

あ
り
、
貸
出
を
承
認
し
た
。（
節
田
）

14
・
石
川
支
部
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｃ
ロ
ゴ
マ
ー

ク
使
用
承
認
願
い
が
あ
り
、
使
用
を
承

認
し
た
。（
高
原
）

15
・「
公
益
認
定
等
委
員
会
だ
よ
り（
第

33
号
）」が
発
行
さ
れ
、
当
会
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。（
高
原
）

16
・
平
成
26
年
度
全
国
支
部
懇
談
会

（
埼
玉
支
部
）に
、
森
会
長
と
節
田
副
会

長
を
派
遣
す
る
。（
高
原
）

17
・
平
成
26
年
11
月
８
～
９
日
に
東
海

支
部
で
開
催
さ
れ
る
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
山（
障
害
者
支
援
登
山
）情
報
交
換

会
の
案
内
が
あ
っ
た
。（
高
原
）

18
・
第
57
回
高
頭
祭（
越
後
支
部
）が
開

催
さ
れ
、
森
会
長
、
高
原
常
務
理
事
が

出
席
し
た
。（
高
原
）

19
・
公
益
財
団
法
人
公
益
法
人
協
会
と

打
ち
合
わ
せ
る
機
会
が
あ
り
、
業
務
執

行
理
事
と
理
事
、
委
員
長
な
ど
へ
の
業

務
委
任
の
考
え
方
な
ど
を
ま
と
め
た
の

で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。（
吉
川
）

20
・﹃
山
岳
﹄第
１
０
９
年
の
発
行
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
節
田
）

21
・﹃
山
﹄９
月
号
の
発
行
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
節
田
）

【
連
絡
事
項
】

１
・
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ（
環
境
省
）

２
・
平
成
26
年
度
安
全
登
山
普
及
指
導

者
中
央
研
修
会
に
つ
い
て
（
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）

３
・「
信
州
山
の
日
」設
置
要
綱
の
制
定

及
び「
信
州
山
の
日
」宣
言
の
公
表
に
つ

い
て（
長
野
県
）

４
・「
静
岡
県
×
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｓ
富
士
山

セ
ー
フ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
」の
案
内（
静
岡

県
）

５
・
富
士
山
安
全
登
山
、
環
境
保
全
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
案
内

（
山
梨
県
）

６
・「
安
全
の
た
め
の
知
識
と
技
術
」公

開
講
座（
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
）

【
今
後
の
予
定
】

１
・
支
部
合
同
会
議　

９
月
20
日
㈯
～

21
日
㈰

２
・
評
議
員
懇
談
会　

10
月
17
日
㈮
16

時
～

３
・
支
部
長
会
議
・
年
次
晩
餐
会　

12

月
6
日
㈯　

於
：
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

以
上

平
成
26
年
度
第
6
回（
10
月
度
）理
事
会

案
内

日
時　

平
成
26
年
10
月
８
日
㈬
19
時
よ

り　

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室

議
題　

1
・
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い

て

　
　
　

2
・
そ
の
他

9月9月

1
日　

総
務
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

2
日　

図
書
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ

ブ

3
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

4
日　

支
部
事
業
委
員
会

5
日　

１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
Ｐ

Ｔ

8
日　

資
料
映
像
委
員
会　

ス
キ
ー
ク

ラ
ブ

9
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

Ｙ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

九

五
会

10
日　

理
事
会　

休
山
会　

山
想
倶
楽

部

11
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
岳

地
理
ク
ラ
ブ

１
１
０
周
年

記
念
事
業
実
行
Ｐ
Ｔ

12
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

16
日　

00
会　

総
務
委
員
会　

ス
キ
ー

ク
ラ
ブ

17
日　

三
水
会　

会
員
デ
ー
タ
管
理
シ

ス
テ
ム
Ｗ
Ｇ　

つ
く
も
会

18
日　

科
学
委
員
会　

公
益
法
人
運
営

委
員
会

海
外
委
員
会　

み

ち
の
り
山
の
会
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19
日　

図
書
委
員
会

20
日　

山
の
自
然
学
研
究
会

22
日　

二
火
会

24
日　

自
然
保
護
委
員
会

25
日　

学
生
部　

山
の
自
然
学
研
究
会

山
遊
会

26
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

29
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

30
日　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会

9
月
来
室
者　

５
３
１
名

会
員
異
動（
9
月
分
）

物
故

秦
野
一
彦（
４
３
２
５
）　

14
・
9
・
10

國
見
利
夫（
５
２
２
８
）　

14
・
9
・
13

髙
田
眞
哉（
６
４
５
０
）　

14
・
9
・
2

大
関
和
夫（
８
９
５
１
）
14
・
8
・
20

中
村
美
津
子（
１
０
８
５
５
）14
・
9
・
5

西
川
信
義（
１
０
９
５
１
）14
・
9
・
1

大
西　

保（
１
１
９
１
９
）14
・
9
・
20

退
会

高
橋
一
雄
（
３
６
４
２
）　

阿
部
恒
夫
（
８
０
５
５
）
京
都･

滋
賀

寺
前
紀
夫
（
８
１
５
１
）

吉
田　

力
（
９
７
９
６
）　

東
海

お
詫
び
と
訂
正

﹃
山
岳
﹄
２
０
１
４
年
、
第
１
０
９
年

に
以
下
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ
上
段
2
行
目
「
入
国
が
許
さ

れ
ず
」は「
登
山
許
可
が
得
ら
れ
ず
」の

誤
り
で
す
。

12
ペ
ー
ジ
上
段
11
行
目
「
40
年
の
」
は

「
48
年
の
」の
誤
り
。

13
～
14
ペ
ー
ジ
「
タ
イ
フ
ー
ン
」
は

「
サ
イ
ク
ロ
ン
」の
誤
り
で
す
。

19
ペ
ー
ジ
上
段
の
写
真
説
明
で
「
５
２

０
０
ｍ
に
設
け
ら
れ
た
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
と
ア
ウ
ト
ラ
イ
ア
ー
」
と
あ
り
ま
す

が
、
背
景
の
山
は
ド
ロ
ー
モ
で
す
。

25
ペ
ー
ジ
下
段
の
写
真
説
明
「
左
か
ら

萩
原
隊
長
、本
田
、村
上
隊
員
」は
、「
右

か
ら
」の
間
違
い
で
す
。

（『
山
岳
』編
集
委
員
会
）

﹃
山
﹄
８
３
１
号
19
ペ
ー
ジ
「
日
本
山
岳

会
所
蔵
資
料
紹
介

N
O

.

13
」
で
以
下

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
受
入
日
〕の「
２
０
０
０
年
」は「
１
９

９
８
年
」の
誤
り
。

冠
松
次
郎
略
歴
内
の
紹
介
者
名
「
川
島

録
郎
」を
削
除
い
た
し
ま
す
。

（
資
料
映
像
委
員
会
）
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№ 書名 著者/編者 発行 備考 価格
142 自然と山と 今西錦司 筑摩書房 1971　函 400

147 山の憶ひ出　上・下 木暮理太郎 福村書店 1953　函（破損） 1000

149 折々の山 望月達夫 茗渓堂 1980　函　献呈署名あり 500

152 雪と岩 ガストン・レビュファ　近藤等訳 新潮社 Ｓ42　5刷　カバー　 500

153 山なみ 朝比奈菊雄ほか編 茗渓堂 Ｓ30　函 400

156 山村の四季 宇都宮貞子 創文社 Ｓ46　函　著者署名あり 500

157 忘れえぬ山の人びと 望月達夫 茗渓堂 1986　函　著者署名あり 500

161 わが山の生涯 ロングスタッフ　望月達夫訳 白水社 1957　函（破損）　訳者署名あり 400

164 たった一人の山 浦松佐美太郎 文藝春秋 Ｓ45　5刷 400

165 山は屋上より 足立源一郎 朋文堂 Ｓ31　カバー 1000

174 日本地理大系　富士山 武田久吉 改造社 Ｓ6　函 400

175 日本地理大系　山岳篇 山本三生編 改造社 Ｓ5　函 400

204 山への旅―りんどうは空を見ていた 牧野文子 アディン書房 Ｓ57　カバー　献呈署名あり 500

212 心に山ありて（正続編2冊セット） 今井雄二・喜美子 同信社 Ｓ54　函 500

215 にど　だもれ　回想　牧野四子吉・文子 牧野四子吉・文子回想文集編集委員会編 牧野四子吉・文子回想文集編集委員会 1988　函 400

218 今西錦司初期山岳著作集　初登山 斎藤清明編 ナカニシヤ出版 Ｈ6　カバー 400

221 岩代國　若松県第一大区全図　復刻版 南会津山乃会 南会津山乃会 Ｓ62　函 2000

223 マッキンリー山田隊　極北の烈風に死す 遭難対策本部編 東京新聞出版局 1990　カバー　 400

229 この山に呼ばれて―銀のピッケル
伝説とアルバータ山の初期登山史

ロバート・ウィリアム・サン
フォード　芳賀孝郎監修

日本山岳会・The Alpine 
Club of CANADA 2000　カバー 400

235 詩集　りんどうは空を見ている 牧野文子 理論社 1983　カバー 400

240 イタリアは青い空　ふたり旅ノォト 牧野文子　牧野四子吉絵 理論社 1968　函（破損） 400

241 ケルン覆刻　１〜１０・解題 ケルン編輯室編 アテネ書房 1981　2刷　函 5000

252 今西錦司全集　１〜１０ 今西錦司 講談社 Ｓ50 〜 53　函 4000

262 増補版　今西錦司全集　１１〜１３・別巻 今西錦司 講談社 1993・94　函 2000

268 ヒマラヤ──毎日グラフ別冊 三木啓介ほか写真／山崎安治ほか文 毎日新聞社 Ｓ45　2刷 500

269 マナスル写真集　1952-6 依田孝喜 毎日新聞社 Ｓ31　函 700

270 写真集　ヒマラヤを飛ぶ 山田圭一 東京新聞出版局 Ｓ50　函 500

271 ヘディン中央アジア探検紀行全集３ スウェン・ヘディン　深田久弥・榎一雄監修 白水社 1975　5刷　函 400

272 ヘディン中央アジア探検紀行全集４ スウェン・ヘディン　深田久弥・榎一雄監修 白水社 1975　5刷　函 400

273 ヘディン中央アジア探検紀行全集５ スウェン・ヘディン　深田久弥・榎一雄監修 白水社 1975　4刷　函 400

274 ヘディン中央アジア探検紀行全集６ スウェン・ヘディン　深田久弥・榎一雄監修 白水社 1974　5刷　函 400

275 ヘディン中央アジア探検紀行全集９ スウェン・ヘディン　深田久弥・榎一雄監修 白水社 1975　7刷　函 400

276 西域探検紀行全集５　カラコルムを越えて ヤングハズバンド　深田久弥・江上波夫監修 白水社 1975　2刷　函 400

277 西域探検紀行全集15　コンロン紀行 スミグノフ　深田久弥・江上波夫監修 白水社 1975　3刷　函 400

278 山なみはるかに　山岳省察　回想の山山 三田幸夫　今西錦司　桑原武夫 あかね書房 1971　カバー 400

279 きたぐにの動物たち 本多勝一 実業之日本社 Ｓ50　5刷　カバー 400

280 山岳遍歴 深田久弥 番町書房 Ｓ42　カバー 400

282 自然学の展開 今西錦司 講談社 Ｓ42　カバー 400

294 山　―紀行と随想― 大島亮吉 好日書房版 Ｓ22 500

296 冒険の達人　クリス・ボニントンの登山と人生 ジム・カラン　倉知敬訳 茗渓堂 2003　特装限定本（番外15の内7） 2000

297 山の本歳時記 大森久雄 ナカニシヤ出版 2008 800

298 イル・ミラモンド－フォスコ・マライーニ写真展 フォスコ・マライーニ／コジモ・キアレッリ パリアイ・ポリスタンパ 2001 1500

Y 4 HIGH　ADVENTURE　 Edmund　Hillary HODDER&STOUGHTON 1955　記名あり 500

Y24 GLACIERS　OF　THE　ALPS JOHN　TYNDALL,F.R.S., JOHNMURRY 1860 500

Y26 THE　ALPS W.MARTIN,CONWAY ADAM AND CHARLES BLACK 1904 500

◦ 頒布価格が300円以下の本は省略しています。全目録はホームページ（図書委員会）から検索できます。また、必
要な方にはお送りしますので、お申し出ください。

◦ 目録の申込み、問合せは三好まき子まで （090-8019-8601）  344mm@mbe.nifty.com
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図書交換会出品目録および購入申込みの案内
昨年に続き、今年も年次晩餐会で「図書交換会」を開催します。出品本は約300冊です。交換会当日の詳細は22ペー

ジの「インフォメーション」に掲載していますが、当日に来場できない方は、下記の要領で購入の申込みを行なって
ください。
◦ 郵便（日本山岳会・図書委員会あて）またはメール（344mm@mbe.nifty.com）で、11月15日までにお申込みください。
◦ 購入希望図書の番号、書名、購入希望者の名前と会員番号を必ずご記入ください。入札本（★印１〜３）の場合も、

入札価格を明記の上、同じ要領でお申込みください。
◦ 複数の申込みがあった場合は、当日、会場で抽選を行ないます。来場できない方の抽選は、図書委員が代行します。
◦ 全集やシリーズ本の申込みは、一括購入が優先となります。
◦ 購入図書の送料は購入者負担とし、交換会終了後に代金と一緒に請求させていただきます。

№ 書名 著者/編者 発行 備考 価格

★１ 穂高の岩場　１・２ 岩稜会 朋文堂 Ｓ34・35　カバー 最低価格2000
から入札

★２ 秘密之國　西蔵遊記 青木文教 内外出版 Ｔ9　函　記名あり 最低価格2000
から入札

★３ ヒマラヤの旅　 長谷川傳次郎 国書刊行会 Ｓ50　函 最低価格2000
から入札

16 立山ガイドの系譜 安川茂雄 三笠書房 1972　2刷 400

24 登高者 大島亮吉 二見書房 Ｓ47　 400

28 白きたおやかな峰 北杜夫 新潮社 Ｓ50　28刷　函 400

29『日本百名山』の深田久弥と山の文学展 世田谷文学館/編 世田谷文学館 Ｈ7　 800

30 登山の先駆者たち 熊原政男 校倉書房 Ｓ38　函 600

45 日本の山の名著　総解説 近藤信行編 自由国民社 1984　カバー 400

46 松方三郎 松本重治ほか編 共同通信社 Ｓ49　カバー 500

51 ヒマラヤの高峰1　シッキム　東部ネパール 深田久弥 白水社 1983　カバー

52 ヒマラヤの高峰2　中・西部ネパール　インド 深田久弥 白水社 1983　カバー 一括2000

53 ヒマラヤの高峰3　中国　パミール 深田久弥 白水社 1983　カバー 各400

54 ヒマラヤの高峰4　西部カラコルム　ヒンドゥ・クシュ 深田久弥 白水社 1983　カバー

55 ヒマラヤの高峰5　東部カラコルム・カシミール 深田久弥 白水社 1983　カバー

56 松方三郎　民芸・絵・読書 松方三郎 築地書館 1976　カバー

57 松方三郎　アルプスと人 松方三郎 築地書館 1976　カバー 一括2000

58 松方三郎　手紙の遠足 松方三郎 築地書館 1975　カバー 各400

59 松方三郎　山を楽しもう 松方三郎 築地書館 1975　カバー

60 松方三郎　山で会った人 松方三郎 築地書館 1975　カバー　2刷

63 屏風岩登攀記 石岡繁雄 碩学書房 Ｓ52　函　著者署名あり 500

65 ネパール・ヒマラヤ探検記録　1899-1966 日高信六郎・川喜田二郎編著 講談社 Ｓ42　カバー　　 800

67 不撓不屈の岳人　加藤文太郎の追憶 加藤富吉・下雅意光源・山本茂信編 山本茂信 Ｓ60　カバー 800

70 越後山岳　創刊号〜 5号 日本山岳会越後支部 Ｓ23・30　藤島玄の手紙つき 2500

85 ヒマラヤ　一つの峰の物語 宮澤　憲 東京新聞出版局 2000　カバー　謹呈署名あり 400

86 ヒマラヤを語る 今西錦司 白水社 1955　２刷　 400

87 山なみはるかに 三田幸夫 白水社 1954 400

88 ヒマラヤ　山と人 深田久弥 中央公論社 Ｓ31　函 500

89 山靴の音 芳野満彦 朋文堂 Ｓ34 400

93 本のある山旅 大森久雄 山と渓谷社 1996　カバー 600

100 山に遊ぶ心 中野孝次 小沢書店 1997　2刷　カバー 400

109 展望の山旅 藤本一美・田代博編著 実業之日本社 1987　6刷　カバー　著者署名あり 一括1000

110 続・展望の山旅 藤本一美・田代博編著 実業之日本社 1991　2刷　カバー　著者署名あり 各400

111 続々　展望の山旅 藤本一美・田代博編著 実業之日本社 1995　カバー　著者署名あり

132 放浪のあしあと 加藤泰安 創文社 Ｓ46　函　著者署名あり 700

133 森林・草原・氷河 加藤泰安 茗渓堂 1966　函 400

136 泉を聴く 西岡一雄 サンブライト出版 Ｓ54　函　 500

141 車窓の山旅・中央線から見える山 山村正光 実業之日本社 1986　11刷　カバー 500



山　833−２０１4・１０・２０（第三種郵便物認可）

■22

岐
路
に
立
つ
自
然
と
人
類

―

「
今
西
自
然
学
」
と
山
あ
る
き

最
新
刊
発
売
中

今
西
錦
司
著

元
日
本
山
岳
会
会
長
で
、
83

歳
ま
で
に
国
内
１
５
０
０
座
を

登
頂
し
た
今
西
は
、
登
山
家

と
し
て
自
然
に
関
わ
る
な
か

か
ら
、
独
自
の
「
自
然
学
」
を

唱
え
た
。本
書
で
は
、そ
の「
今

西
自
然
学
」
の
主
要
論
考
と

山
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
な
ど

を
収
載
し
た
。

Ａ
５
判
カ
バ
ー
２
０
０
頁

定
価
１
８
０
０
円
＋
税

■
ご
注
文
は
書
店
、
ま
た
は
直
接

小
社
へ
。
小
社
へ
ご
注
文
さ
れ
る

場
合
、
送
料
は
小
社
負
担
で
す
。

アーツアンドクラフツ　TEL.03-6272-5207　 FAX.03-6272-5208
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 2-2-12 edit@webarts.co.jp

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション

◆
第
32
回
図
書
交
換
会

�
図
書
委
員
会

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
図
書
交
換
会

を
年
次
晩
餐
会
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
㈯
1５
時
か
ら
抽
選

を
開
始
し
ま
す
。
14
時
か
ら
開
場
で
す
。

陳
列
し
た
本
を
ご
覧
の
上
、
抽
選
開
始

時
間
ま
で
に
購
入
申
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
年
次
晩
餐
会
に
出
席
さ
れ
な

い
会
員
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
例

年
ど
お
り
事
前
申
込
み
も
受
付
け
ま
す

（
事
前
申
込
み
に
つ
い
て
は
21
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）。

場
所　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

年
次
晩

餐
会
会
場

問
合
せ　

三
好
ま
き
子

０
９
０　
８
０
１
９　
８
６
０
１

344m
m

@
m

be.nifty.com

）

◆
チ
ベ
ッ
ト
講
演
＆
懇
親
会

�

海
外
委
員
会

日
時　

12
月
20
日
㈯
14
～
16
時

講
演　

ニ
エ
ン
チ
ェ
ン
タ
ン
ラ
周
辺
の

山　

遠
征
組
立
と
意
見
交
換

講
師　

黒
川
副
会
長

場
所　

日
本
山
岳
会　

集
会
室

出
席　

講
演
５
０
０
円　

懇
親
５
０
０

円

定
員　

約
40
名

問
合　

田
口
憲
司　

jktjapanjkt@
yahoo.co.jp

◆
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
懇
親
会
の
お
知
ら

せ�
集
会
委
員
会

27
年
１
月
の
ス
キ
ー
懇
親
会
は
赤
倉

温
泉
ス
キ
ー
場
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
程　

平
成
26
年
１
月
18
日
㈰
～
20
日

㈫

費
用　

ス
キ
ー
参
加
者　

2
万
１
０
０

０
円
（
通
信
費
、
保
険
料
、
懇

親
会
費
用
な
ど
含
む
）

宿
泊　

赤
倉
温
泉
「
赤
倉
ユ
ア
ー
ズ
・

イ
ン
」

定
員　

25
名　

現
地
集
合
・
現
地
解
散

申
込　

12
月
20
日
ま
で
に
、
会
員
番
号
、

住
所
、
氏
名
電
話
な
ど
を
明
記

し
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
高

橋
聰
迄
。
〒
１
０
２　
０
０
７
２

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
2　

12　
100

３　
３
２
２
２　
０
９
０
８
・ 

syukai@
jac.or.jp

参
加
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

 

◆
遭
難
対
策
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

遭
難
対
策
委
員
会

日
本
山
岳
会
が
主
催
す
る
山
行
に
関

し
て
、
登
山
計
画
書
の
提
出
と
事
故
発

生
時
の
連
絡
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

こ
の
目
的
は
、
万
一
事
故
が
発
生
し

た
場
合
な
ど
、
事
務
局
及
び
担
当
役
員

が
よ
り
的
確
か
つ
迅
速
に
状
況
を
把
握

し
、
ま
た
、
関
係
機
関
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
な
ど
に
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

対
象
と
な
る
山
行
は
、
日
本
山
岳
会

（
各
委
員
会
、
各
支
部
）が
主
催
す
る
公

式
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
同
好
会
山
行

や
個
人
山
行
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

登
山
計
画
書
の
提
出
方
法
と
事
故
発

生
時
の
連
絡
手
順
に
つ
い
て
は
、
運
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄稿原稿の分量と写真へのお願い（編集部）
　本誌は20頁という限られたスペースで展開して
います。そのため、お寄せいただいた原稿を確実
に掲載するには文字量の制限が必要です。タイト
ル部分込み900文字(15字×60行)が適正です(これ
に写真があれば添付)。オーバーする場合は、編集
部とご相談ください。
　また、添付写真は、「集合写真」のみに偏らず、
活動中の「動き」や「その場を彷彿とさせる」カット
が、より誌面を充実させてくれると思います。
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❖
編
集
後
記
❖

◦
頭
記
事
に「
登
山
の
本
質
は
、人
間
臭

い
と
こ
ろ
を
さ
ら
け
出
さ
ね
ば
な
ら
な

い
し
、
山
は
仮
借
な
き
相
手
で
あ
る
こ

と
を
た
た
き
つ
け
ら
れ
て
知
る
」「
ど

ん
な
に
人
間
社
会
が
変
わ
っ
て
も
山
は

変
わ
ら
な
い
」と
あ
る
。「
一
人
が
好
き
、

で
も
淋
し
い
の
は
嫌
い
」
と
一
人
用
テ

ン
ト
を
買
っ
た
も
の
の
、
た
ち
ま
ち
限

界
を
知
っ
た
新
入
会
員
も
い
る
よ
う
だ
。

先
日
、
あ
る
会
員
が
営
む
山
小
屋
に
泊

ま
っ
た
。
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
登
山

家
、
文
学
者
が
集
っ
た
そ
の
宿
の
主
は
、

「
登
山
は
、
山
は
、
人
生
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
も
の
で
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、深

く
関
わ
り
な
さ
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
当
会
も
山
に
深

く
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
場
で
あ
り
た
い
。

◦
海
外
出
張
中
、
他
編
集
メ
ン
バ
ー
が

校
了
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

（
柏
澄
子
）

日本山岳会所蔵資料紹介 No.15
［資産番号］
［資 料 名］
［部 門 名］
［寄 贈 者］
［受 入 日］

10059、10064、10072、139
足立源一郎山岳画
絵画
足立源一郎、足立 朗
不明

足立源一郎（1889 〜 1973年）は日本が誇る山岳画家である。
足立の山岳画は、現場主義として高く評価されている。それは 1 年の

大半を北アルプスで過ごして描くという、足立ならではの作風からであ
ろう。1971年、最後の登山として長塀山へ登る。そして1973年、最終作『春
の穂高岳』を仕上げている。

山岳作家としても、国内外に多くの足跡を残した。代表作に『滝谷ドー
ムの北壁』（1952年）、『北穂高岳南峰』（1957年）などがある。

当会へは絵画 4 点が寄贈されており、3点（写真①〜③）は本部に展示、
1 点（ある朝の槍ヶ岳、25号）は伯耆国美術館に寄託している。今号では
本会に展示されている①〜③について紹介する。①焼岳河原にて（104
号室に展示）、②滝谷第二尾根（102号室に展示）、③北穂高岳主峰（ロビー
に展示）。

足立の残した日記や手帳のメモなどを基に、長男の朗氏が画家の作家
活動記録としてまとめたレゾネ『画家 足立源一郎の記録』（2002年 4 月/
三好企画）が、朗氏より寄贈されている。それによると手帳には、1930（昭
和5）年の北アルプス（剱岳）から1970（昭和45）年の沼山峠までの登山記
録があり、3 点の絵画については次のように記されている。
①“10月5日（金）晴。田代池に行く、ホタカ美しく。午後焼岳を描く。

時雨模様になり早々に引きあげる。夜雨”
②“5月5日（火）10時より第二尾根Ｐ2に下る”
③“5月3日（日）13時北穂小舎着。稜線の積雪頂上より六メートル高し”

なお、日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→資料映像委員会へアクセスすると、
「会報ページそのもの」を「拡大およびカラー」で見ることができます。活用ください。また、公開資料に関
する情報・ご意見・ご教示など、次までお寄せください。 jacshiryo102@jac.or.jp（資料映像委員会）

①焼岳河原にて（1951年作）

②滝谷第二尾根（P8号、1959年作）

③北穂高岳主峰（25号、1959年作）




